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令和元年１２月１５日

1/1
初
日
の
出

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
ク

　初日の出を目指してスノーシュー（西洋かんじき）を履いて高戸屋山を雪上ハイキングし
ます。高戸屋山は小松地区で１番高く、やまがた百名山にも登録されている山です。ガイド
兼インストラクターが同行しますので、初心者の方でも楽しく安全に参加できます。下山後
は大光院での初詣や、浴浴センターまどかの温泉で初湯をお楽しみください。
▶日時：令和２年１月１日㈬㈷　５：３０～９：００　　※７：００頃に山頂到着予定
▶集合場所：町浴浴センターまどか
▶参加料：５００円（入浴、保険、ガイド費用など）
▶スノーシューレンタル料：１，１００円
▶申込：１２月２０日㈮までに町観光協会（☎５４－１５１５）までお申し込みください。
※天候により内容変更または中止になる場合があります。

12/24

小
松
ス
キ
ー
場

　
　
　
オ
ー
プ
ン

▶ロープトウ運行時間
　【平 日】団体利用の場合のみ運行
　【土・日・祝】 ９：００～１６：００　
　【ナ イ タ ー】１８：００～２０：５０
　　※ 火、木、金、土、祝祭日の前日のみ

種　類 金　額

シーズン券  大人　　　　　5,000 円
 小人　　　　　4,000 円

一　日　券 　　　　　　　 1,500 円
半　日　券 　　　　　　　 1,000 円
ナイター券 500 円
回　数　券  10 枚つづり　　 500 円

団 体 利 用

 35 人未満　10,000 円
 50 人まで　 250 円／人
 100 人まで　 220 円／人
 100 人以上　 200 円／人

※ シーズン券はナイター利用もできます。
※ ロープトウ券はロープトウ小屋で販売します。

※ゲレンデ使用は積雪状況によります。
問町生涯学習課　☎４４－２８４３
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◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

◆町ホームページ◆
町の情報を要チェック！

◆町公式フェイスブック◆元気でなによりだごど～
～ 頼れる相談役 民生委員・児童委員 ～
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訪問看護師を始めて３年目

　看護師として湖山病院訪問看護ステーションで仕事をしていま
す。患者さんのお宅で身の回りのお世話をするのですが、患者さん
に「また来てね」と声をかけてもらえるとうれしく思います。また、
大変な時期に寄り添い快方に向かうよう力を尽くすことや家族と一
緒に問題を解決していくことにやりがいを感じます。
　小中高とずっとバレーボールをしていて、現在２回目の全国大会
出場を果たしたママさんチーム「川西ＣＡＴＳ」に所属しています。
私自身子どもが３人いるので、なかなか練習に行けないのですが、
練習に行けるときは目一杯バレーボールを楽しんでいます。川西町の人口

15,030 人（－ 2）
男　　　7,352 人（－ 2 ）
女　　　7,678 人（± 0 ）
世帯数　5,068 世帯（＋ 1）

※ 11 月末日現在の住民基本台帳人口

【おめでとう そして ありがとう】は、
１１月に掲載の申し込みがあった方のみ
掲載しています。
氏名は、申込書のとおり掲載しています
ので、戸籍や住民基本台帳の表記と異な
る場合があります。

… １１月受付分 …

氏名 年齢（満） 大字

髙橋　富雄 71 高豆　
國分くに子 92 玉　庭
佐藤　貞子 90 莅
細谷　良助 87 下小松

新郎　　　　　　　新婦 大字

四釜　貴大 ♥ 鈴木　　彩 西大塚

氏名 性別 保護者 大字

情野衣
い お り

央里 女 顕一郎・由布子堀　金

青木　一
い ち か

椛 女 翔 ・ 志帆 高　山

保科　空
あ れ ん

怜 男 崇 ・ゆかり西大塚

梅津　依
え ま

茉 女 竜也 ・ 智美 下小松

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん ４名

ご結婚おめでとう　１組

ご冥福を祈ります

youth voice
ワカモノの声島津 美沙 さん

（吉田・34 歳）

町内でもっと家族の思い出を作りたい

　近所に子育て世代が多いため、よく親子で集まってお食事しなが
らおしゃべりしたり遊んだりしています。近くにある町交流館あい
ぱるもよく利用していて、お泊まり会などで楽しませてもらってい
ます。あいぱるでこれからも家族の思い出を作っていきたいです。
　ただ、子育てしていると子どもが遊べる町外の施設に行ってしま
いがちなので、やはり町内に遊び場がもっとほしいなと思います。

編

　後
　集

　記

　山
形
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
と
と

も
に
に
っ
こ
り
笑
顔
の
町
民
が

多
く
登
場
す
る
「
笑
顔
に
会
え

る
ま
ち
」
を
出
品
し
ま
し
た
。

入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
町
の

良
さ
を
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
ん
だ

今
ま
で
に
な
い
作
品
に
仕
上

が
っ
た
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。
出
演
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　編
集
後
記
を
書
い
て
い
る

今
、
外
で
は
雪
が
し
ん
し
ん
と

降
り
続
い
て
い
ま
す
。
冬
将
軍

に
負
け
な
い
よ
う
、
体
調
管
理

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。〈
悠
〉

年末年始の業務のお知らせ
町役場は 12/28 ㈯～ 1/5 ㈰の間、

休みとなります。

ただし、死亡届など急を要する手続

は日直・宿直が受付しますので、庁

舎東側入口までお越しください。

町報かわにし　2令和元年12月15日

頼れる相談役！民生委員・児童委員
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　とは
？

　社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
相
談

や
援
助
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
任
期
は
３
年
で
す
。

　す
べ
て
の
民
生
委
員
は
児
童
委

員
を
兼
ね
、
高
齢
や
障
が
い
の
あ

る
方
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
に
関

す
る
相
談
対
応
も
行
い
ま
す
。
ま

た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
う

ち
、
子
ど
も
に
関
す
る
支
援
活
動

を
専
門
に
担
当
す
る
人
を
「
主
任

児
童
委
員
」
と
い
い
ま
す
。

　全
国
で
約
23
万
人
、
本
町
で
は

55
人
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
は
３

人
）
の
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

区
域
内
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
を

　
　
　
　
　して
い
る
の
？

　自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し

て
、
最
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
住
民

の
立
場
に
立
ち
、
生
活
上
の
心
配

ご
と
や
困
り
ご
と
、
医
療
や
介
護
、

子
育
て
の
不
安
な
ど
、
関
係
機
関

と
協
力
し
な
が
ら
様
々
な
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
支
援
や
専
門
機
関
へ
の
橋
渡

し
を
行
う
「
つ
な
ぎ
役
」・
地
域

の
「
見
守
り
役
」
と
し
て
、
定
期

的
な
訪
問
な
ど
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
や
高
齢
、
障
が
い
の
あ
る
方

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
川
西
町
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
で
は
地
区
ご
と
月
１

回
の
定
例
会
で
情
報
交
換
や
ケ
ー

ス
検
討
を
す
る
ほ
か
、
３
つ
の
部

会
（
高
齢
・
障
が
い
・
児
童
）
で

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
研

修
や
施
設
訪
問
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　町
の
地
域
福
祉
を
支
え
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
55
名
の
方
が
決

ま
り
、
12
月
２
日
㈪
に
厚
生
労
働
大
臣
と
山
形
県
知
事
の
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割
や
活
動
を
お
知
ら
せ
（
Ｐ

２
～
３
）
す
る
と
と
も
に
、
今
後
３
年
間
、
地
域
福
祉
を
支
え
る
55

名
の
み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
（
Ｐ
４
～
５
）
し
ま
す
。

問町福祉介護課　☎４２－６６３５

町報かわにし　22令和元年12月15日

みんなで
食 育

　忘年会やクリスマス、お正月など、これから
の時期は外食や会食の機会が増えます。「ごち
そう」には塩分を多く含み、野菜の量は少ない
ものが多いようです。野菜に含まれるカリウム
は、摂り過ぎたナトリウム（食塩）を体外への
排出を促してくれます。
　また、食事のときに野菜から食べ始めると、
食後の血糖の急上昇を抑えられ、満腹感を得や
すいので、食べ過ぎを防ぐことにもつながりま
す。年末年始こそ、野菜を食べるよう意識して
みましょう。

赤だいこんの
みそドレッシング和え

✿ 材料 ＜２人分＞
○赤だいこん（または大根）　１／２枚
★紅大豆みそ　　　小さじ２　※無いときは赤みそ
★酢　　　　　　　大さじ１
★オリーブオイル　小さじ１

✿ 作り方
①大根は皮をむいて、いちょう切りにする。
　耐熱容器に入れてラップをかけ、レンジで２分加熱
　する。
②★の調味料を混ぜる。
③粗熱をとった①に②のドレッシングをかける。

問町健康子育て課　☎４２－６６４０
( 一人分当たり：エネルギー 44kcal　 塩分相当量 0.8 ｇ　野菜 70 ｇ )

営
業
時
間

　10時
～
18
時

お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
定
休
日
：
12
月
31
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　
　１
月
１
日
㈬

年
始
の
営
業
：
１
月
２
日
㈭
～
４
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　
　10
時
～
15
時

※
レ
ス
ト
ラ
ン
は
お
休
み
で
す

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

―　今月の表紙　―

　信頼される民生委員・
児童委員は地域住民とた
わいもない話をする時間
も大切にします。この日
は小松地区の嶋貫幸子委
員が担当区域のお年寄り
宅を訪問して、懐かしい
話を交えながら明るく声
をかけていました。撮影
に協力いただいた佐藤い
きさん、ありがとうござ
いました。

新商品です！

減塩のコツ！

野菜をプラス

　森
の
マ
ル
シ
ェ
で
開
発
を
進
め
て
い
ま

し
た
「
紅
大
豆
味
噌
」
が
つ
い
に
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　紅
大
豆
に
ア
ミ
ノ
酸
の
多
く
含
ま
れ
る

つ
や
姫
の
糀
を
使
用
し
て
い
ま
す
の
で
、

よ
り
甘
み
と
コ
ク
が
感
じ
ら
れ
る
味
噌
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
仕
込
み
期
間

が
短
い
「
若
い
」
味
噌
で
す
の
で
、
紅
大

豆
の
紅
い
表
皮
も
残
っ
て
い
て
、
か
ぶ
や

大
根
な
ど
の
具
を
使
っ
て
お
味
噌
汁
を
つ

く
る
と
、
き
れ
い
に
仕
上
が
り
ま
す
。

　価
格
は
３
０
０
ｇ
パ
ッ
ク
が
５
５
０
円
、

５
０
０
ｇ
パ
ッ
ク
が
８
０
０
円
に
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　森
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
そ
の
他
に
も

様
々
な
味
噌
を
取
り

揃
え
て
い
ま
す
。
い

ろ
ん
な
味
噌
を
食
べ

比
べ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

3　町報かわにし 令和元年12月15日

　12
月
２
日
㈪
に
行
わ
れ
た
表

彰
伝
達
式
に
お
い
て
、
15
年
以

上
在
任
い
た
だ
い
た
１
名
に

「
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
長
表
彰
」、
６
年
以
上
在

任
い
た
だ
い
た
14
名
に
「
厚
生

労
働
大
臣
感
謝
状
」、
退
任
者

全
員
に
「
県
知
事
感
謝
状
」
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
退
任
委
員
一
覧
】

　敬
称
略
、（

　）
内
は
担
当
地
区

▼
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　飯
澤
　仁

（
小
松
）

　佐
藤
　正
昭
（
小
松
）

　板
倉
　孝
行
（
小
松
）

　佐
藤
小
二
郎
（
小
松
）

　後
藤
　善
一
（
小
松
）

　齋
藤
美
弥
子
（
中
郡
）

　白
石
　義
典
（
中
郡
）

　齋
藤
　文
夫
（
中
郡
）

　藤
田
　宥
宣
（
玉
庭
）

　神
尾
　昌
平
（
玉
庭
）

　黒
澤
　芳
治
（
吉
島
）

　齋
藤
　洋
子
（
吉
島
）

　鈴
木

　和
美
（
吉
島
）

　枝
松

　善
明
（
吉
島
）

▼
主
任
児
童
委
員

　金
子

　吉
憲
（
中
郡・玉
庭
）

　近
野
ユ
キ
子
（
大
塚・吉
島
）

長い間お疲れ様でした ～退任委員のご紹介～

民生委員・児童委員の活動内容
① 担当区域内の住民の生活状況や福祉ニーズの把握に努めます。
② 援助を必要とする方が、自立した日常生活を営むことができるよう
　 相談に応じます。
③ 援助を必要とする方が、適切に福祉サービスを利用できるよう
　 情報提供を行います。
④ 社会福祉関係機関と連携し、福祉サービス事業に協力します。

悩みごとや心配ごとがありましたらお気軽にご相談ください

特集：頼れる相談役！民生委員・児童委員



　　　　

  

　

■ 

驚
き
と
感
激
の
日
々

川西町地域おこし協力隊
　電　話：０２３８－４２－６６１３
　メール：chimaru@ms5.omn.ne.jp

　私
た
ち
夫
婦
が
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
農
業
研
修
生
と
し
て

横
浜
市
か
ら
川
西
町
に
引
っ
越

し
て
７
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。

慌
た
だ
し
い
都
会
で
の
生
活
や

仕
事
、
窮
屈
な
ビ
ル
群
や
人
ご

み
の
景
色
か
ら
一
変
、
雄
大
な

山
々
に
広
大
な
田
畑
の
景
色
の

中
で
季
節
を
感
じ
な
が
ら
、
農

作
業
の
お
手
伝
い
の
経
験
は
私

た
ち
に
と
っ
て
日
々
驚
き
と
感

激
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
と
関
心

ご
と
を
持
つ
毎
日
で
し
た
。

　時
期
を
見
て
一
斉
に
あ
ち
こ

ち
で
始
ま
る
田
植
え
や
稲
刈
り
。

そ
の
合
間
に
あ
る
草
刈
り
や
消

毒
の
仕
事
。
毎
日
行
う
田
の
水

管
理
に
、
転
作
の
た
め
に
作
る

野
菜
や
果
樹
。
た
く
さ
ん
の
手

間
と
工
程
を
終
え
て
、
や
っ
と

収
穫
し
た
作
物
を
手
に
持
っ
た

と
き
は
感
激
で
し
た
。
と
同
時

に
人
手
不
足
や
高
齢
化
社
会
だ

と
聞
く
話
で
す
が
、
農
業
社
会

も
全
く
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い

る
状
況
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
毎
日
の
忙
し
い

農
作
業
の
中
で
も
農
家
の
方
々

か
ら
教
わ
る
農
業
の
仕
組
み
や

土
地
の
風
習
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
り
美
味
し
い
ふ
る
ま
い

を
受
け
た
り
、
農
機
具
の
扱
い

や
実
践
指
導
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
り
と
身
に
付
く
経
験
を
積

ま
せ
て
も
ら
っ
た
事
に
感
謝
の

気
持
ち
で
す
。

　私
た
ち
夫
婦
の
夢
で
あ
る
独

立
就
農
を
実
現
さ
せ
て
い
く
た

め
に
も
、
今
後
の
作
業
も
身
に

付
け
な
が
ら
農
業
知
識・技
術・

経
営
学
な
ど
、
農
業
研
修
生
制

度
を
目
一
杯
活
用
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
ま
す
。

▲ぶどうの作業に取り組む加藤夫妻

町報かわにしがアプリでも読めるようになりました！

今月の 新庁舎 工事状況

　庁舎棟基礎部分の埋戻しが 11 月
中旬に完了し、その後 1 階床の土
間コンクリート打設を行いました。
年内中に 1 階部分の立ち上げを目
指し、12 月からは梁、柱、壁部分
のコンクリート打設に向けた工事
を進めています。
　工事車両の出入りなど、交通安
全には十分留意して工事を進めま
すので、ご理解とご協力をよろし
くお願いします。

問町政策推進課 ☎４２－６６０４

はじめてのバースデー　　　

おの ひので ちゃん

平成３０年
１２月誕生

　はじめての誕生日がやってきた赤ちゃんを紹介する
コーナーです。
　町が行う９・10 か月児健康教室に参加されたお子さ
んを広報担当が撮影し、誕生月に発行する町報かわにし
にお名前とともに掲載します。

▲上空から見た建設地

加
藤 

由ゆ
う
き樹

加
藤 

ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
（
神
奈
川
県
出
身
・
犬
川
地
区
在
住
）
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吉永 寿美子
☎46－2318

美女木

竹田 孝
☎42－5311
北六、天神東、

中一

安部 千鶴
☎42－2212

北（三・四）

髙橋 栄一
☎46－2536
上萩野、

下萩野(東・西)、緑町

大河原 壽男
☎42－6432
南三、南新町、
緑町の一部

小関 澄
☎42－6669

東陽寺前

民
生
委
員
・
児
童
委
員

〈
任
期
〉
令
和
元
年
12
月
１
日
～
令
和
４
年
11
月
30
日

加藤 弘子
☎42－3557

西 ( 六の一・六の三・
七・八 )

嶋貫 幸子
☎42－4919
西五、殿原、
栄町、若葉町

竹田 儀助
☎42－5946
諏訪、ニ井町、
塩ノ沢

金子 孝子
☎42－4466
樅ノ木町、道徳、

六角

多勢 ヒロ子
☎42－6276
坂の上、南五日町、

ひげ町（一・二）、明神町

伊藤 久一郎
☎42－2671

西 ( 一・二・三の一 )
花丘町、根岸住宅

遠藤 研介
☎42－4412

西(三の二・四の一・
四の二)、北一、北二

　倉 　一郎
☎42－4898
桜木町、平谷地、

平谷地団地、平谷地第二

菅井 厚
☎42－3527
犬川、八幡、
八幡西、中沖

青木 健一
☎42－4095

荒井、他屋町、林崎
中ノ他屋、中

平　忠
☎42－2913
町、東新田、
西新田、元宿

遠藤 秋市
☎42－5341
町田、東他屋、
門ノ目 (一・二 )

髙橋 　子
☎42－3118

中 ( 五・七・八・九 )

佐藤 博
☎42－3622

中 ( 二・三・四・六 )
舘之北団地

荒井 美穂
☎42－2866
駅前、押川、
新町、荒井

石田 康
☎42－5251
四番、五番、
谷地、希望が丘

安部 美知子
☎46－2141
千松寺、二番、

三番

淀野 寛
☎42－2178
高田、大林、
松森、新道

大津 孝一
☎46－2640
岡、大野、
原ノ前、蔵久

小森 猛
☎42－6682
桧、菊田、
新田、一里塚

大河原美惠子
☎46－2055
館、上黒川
宿、下黒川

金田 淳一
☎42－2842
矢の目、留塚、
上高豆　、河内

こそだてＮＡＶＩ

内容 対象 期日 受付時間 備考

ママパパ教室 R2.4.1 ～ 7.31 に出産予定の方 1/14 ㈫ 13：15 ～ 13：30
講話：妊娠中の食事
体験：パパの妊婦体験
申込：1/7 まで

９・１０か月児健康教室 H31.3.1 ～ 4.30 生 1/15 ㈬ 13：15 ～ 13：30

ぴかぴか歯っぴい教室
① H30.1 生の２歳児
② H29.1、H29.7、H30.11 生
③ママ・パパになる方

1/16 ㈭
① 13：20 ～ 13：30
② 13：30 ～ 14：00
③ 13：50 ～ 14：00

歯科健診やフッ素塗布
（希望者 500 円）

１歳６か月児健康診査 H30.4.21 ～ 6.30 生 1/17 ㈮ 13：15 ～ 13：30

● 健康子育て課からのお知らせ

イベント 場所 期日 時間 備考

ルンルン子育て広場 子育て支援センター
1/10 ㈮

9：30 ～
小正月行事 だんごの木かざり

1/21 ㈫ タオルで遊ぼう

町立幼児施設の開放
美郷幼稚園 1/ 8 ㈬

10：00 ～ 11：00
北斗幼稚園 1/15 ㈬

● 子育て支援センター『こあら』からのお知らせ

問町健康子育て課　☎４２－６６４０

問町子育て支援センター　☎４４－２８２２

▶会場：町生きがい交流館（上小松）

ご利用ください！ 

こあらっこ広場（すくすく計測）

▶対象：妊婦さん、お子さんとお母さん
▶場所：子育て支援センター
▶日時：1/22 ㈬　10：00～ 11：30
　
妊婦さんやお母さん同士の交流・情報交換、身体測定、
育児相談などができます。
子育て支援センター会場の日には、おむつアートをご用
意します。記念に写真を１枚いかがですか？

幼児ことばの相談室
　▶対象：ことばに関する相談を希望する
　　　　　保護者と就学前のお子さん
　▶内容：言語聴覚士による相談対応
　▶日時：1/20 ㈪　9：00～
　▶申込：下記まで電話で申込ください
　　　　　（完全予約制）
　問町健康子育て課　☎４２－６６７１

子育て支援医療証を郵送します

▶今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：１２月２日～１月１日
▶郵送日：１２月２３日㈪（予定）
問町住民生活課　☎４２－２１１４
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齋藤 富雄
☎42－2446

東部六、西部三

齋藤 久雄
☎42－5496
四枠、西部四
荒窪

坂野 孝一
☎42－3472

東部 ( 三・四・五 )

伊藤 豊実
☎42－4542

東部 ( 一・二 )

大友 憲一
☎48－2003

御伊勢町

鈴木 武五郎
☎54－4005

上和合、中程

黒澤 秀夫
☎42－4754

北部 ( 四・五 )

竹田 啓
☎46－2177

北部(一(宿)・一(四ツ家)・
二・三の一・三の二)

髙橋 建一
☎42－4440
南向、北向、
八幡原、相馬山

加藤 勝雄
☎42－4306

西部 ( 一・二 )

佐藤 千惠子
☎42－6420
飯坂、上奥田中
上奥田下

竹田 浩徳
☎42－6512

大舟中、大舟下

小方 久司
☎48－2074

大舟上、大舟中(東沢
東・西）、上奥田上

須貝 建藏
☎46－2743

朴沢

村岡 陽子
☎48－2502

酒町、
柏ノ木西（一）

佐藤 けい子
☎48－2683

松尾、
柏ノ木西（二・三）

青木 茂次
☎44－2403

上尾長島、堤

横山 明博
☎44－2388

吉田 ( 西・南・中・東 )

淀野 洋子
☎44－2455
東方、北方、
西原

寒河江 誠
☎44－2697
東郷、北郷、
南郷

島貫 僚子
☎44－2909
三ツ井、中三ツ井、

土祖神

平 久子
☎44－2562
八ツ口、中町、

西町

髙橋 裕子
☎090-9538-5432

大塚・吉島

齋藤 正博
☎48－2517

中郡・玉庭・東沢

青木 順子
☎42－4676

小松・犬川

小形 千枝子
☎44－2506

坂水、下屋敷

小形 武志
☎44－2588
尾長島西、
尾長島東

主
任
児
童
委
員

特集：頼れる相談役！民生委員・児童委員

氏　 名
電話番号
担当区域

顔 写 真

小　松
大　塚
犬　川
中　郡
玉　庭
東　沢
吉　島

このページの見方



福 祉 と 介 護 の ひ ろ ば

地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

なくそう！ 高齢者虐待
　超高齢化社会となり、全国的に親など身近な高齢者への
虐待が増えています。平成 29 年度の虐待認定件数は全国で
17,078 件、県内では 157 件となっています。さらに、虐待を
行っている方に自覚がないケースも多く見られ、深刻な問題と
なっています。
　虐待が起こる背景と予防策を知り、虐待のない安心して暮ら
せるまちをつくりましょう。

　高齢者や介護に関するご相談は、気軽に下記ま
でお電話ください。
　虐待に気づいた方は、すみやかにご連絡くださ
い。ご連絡いただいた方の秘密は守られます。

 ① 虐待のリスクが高まる要因  ② やめましょう！これは虐待です

■　叩く、蹴る
■　怒鳴ったり、馬鹿にしたり、無視したりする
■　年金を勝手に使う
■　身の回りの世話をしない、介護保険サービス
　　を受けさせない　など

虐待される側 虐待する側
▶高齢（女性の方が多い）
▶介護が必要
▶認知症
▶介護状態が長期間続いている

▶介護負担が大きい
▶障がい・病気を抱えている
▶介護の知識や情報の不足
▶孤立している

その他：過去の家族関係・人間関係、生活困窮

 ③ 虐待を予防するために

■　認知症など病気に関する理解を深め、適切な
　　関わり方を身に付けましょう。
■　家族の介護負担軽減のために、さまざまな医
　　療・介護・福祉サービスを上手に活用し、時
　　には気分転換しましょう。
■　高齢者やその家族が孤立しないよう、地域で
　　見守りや声掛けをし、相談し合える関係をつ
　　くりましょう。
■　相談機関を活用しましょう。

 ④ 相談したい方、虐待を発見した方は…

 【相談窓口】
町福祉介護課　地域包括支援センター

☎４２－６６３８

おむつに係る費用の医療費控除証明書を
発行します

　おむつ代の医療費控除を受けるのが２年目以降の
方に、令和元年分（平成３１年分）の「おむつに係
る費用の医療費控除証明書」を無料発行します。
　ただし、発行には要件がありますので、希望され
る方は町福祉介護課へお問い合わせください。
問町福祉介護課　☎４２－６６３８

障害者控除対象者認定書を発行します

　介護保険の要支援・要介護認定を受けている方で、
一定の基準に該当する場合、所得税及び町県民税の
申告の際に障害者控除が受けられます。
　該当するかどうかは、その方によって異なります
ので、町福祉介護課へお問い合わせください。
　該当する場合、申請をいただき「障害者控除対象
者認定書」を発行しますので、税申告時期に間に合
うようお早めの申請をお願
いします。
　なお、この認定書は令和
２年１月６日以降に発行し
ます。
問町福祉介護課
☎４２－６６３８
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11/1 知事と若者の地域創生ミーティング

町の未来を吉村知事と語り合う
　町交流館あいぱるで行われた「知事と若者の地域創
生ミーティングｉｎ川西町」は、県民との対話を重視
する吉村美栄子知事自らが県内を訪問して実施する広
聴事業で、平成２９年度から若者を対象に「地域活性
化や定住促進などについて車座になって語り合う座談
会」となっています。
　町内の高校生・農業・医療福祉・自営業などの職業
に就く１７～３８歳の９名が参加し、原田町長が進行
役となって、仕事や地域活動を通して感じていること
について吉村知事と意見を交わしました。
　置賜農業高校２年の佐藤匠さんは「農業土木を学ん
でいて、千年に一度の大雨にも耐えられる河川を造る
担い手になりたい」と力強く語ったほか、町内で子ど
も食堂を立ち上げた佐藤千恵美さんは「支援する側・
される側に分けるのではなく、子育て支援だったら自
分たちでできるのではないか」と地域活動のきっかけ
を紹介しました。その他にも「農業の後継者不足」「公
共交通手段の確保」「若者が定住できる環境づくり」「イ
ベントなどで地域を盛り上げる取り組み」「子育てし
やすい環境づくり」が話題に上がりました。
　吉村知事は「今日のご縁を大切にして、つながりを
持ってください」「みなさんがいきいきと元気に生活
することが、町の元気、県の元気、国の元気になる」
と語り、地域での活躍を呼びかけました。

遠藤 竜也 さん
（吉島）

佐藤 千恵美 さん
（小松）

川崎 幸 さん
（中郡）

佐藤 匠 さん
（小松）

須貝 朋恵 さん
（玉庭）

中田 裕子 さん
（玉庭）

江本 一宏 さん
（小松）

舩山 宏和 さん
（犬川）

斎藤 翔平 さん
（大塚）
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健 康 ひ ろ ば

●南陽東置賜休日診療所
　住　　所：南陽市椚塚４２０－７
　電　　話：４０－３４５６
　診 療 日：日曜日・祝祭日
　時　　間：８：４５～１１：４５
　　　　　　１３：００～１６：３０
　診療科目：主に内科、小児科

このページの内容に関する問い合わせ先
町健康子育て課　☎４２－６６４０

歯科休日当番医
時間：９：００～１５：００

期日 担当歯科医院 電話番号
12/15 板垣歯科クリニック（南陽） 50-3348
12/22 五十嵐歯科医院（白鷹） 0238-85-2075
12/29 近野歯科医院（米沢） 23-1187
12/31 長谷部歯科医院（米沢） 22-8110
1/1 松下歯科医院（長井） 0238-87-0878
1/2 伊藤歯科医院（南陽） 45-2030
1/3 鈴木歯科医院（米沢） 23-0370
1/5 三條歯科医院（米沢） 23-2206
1/12 つちや歯科医院（高畠） 52-0464
1/13 平間歯科医院（米沢） 23-8148

「８０２０」達成の町民１３人に表彰
　80 歳以上で自分の歯を 20 本以上もつ方を表彰
する「HAPPY COM COM 8020 達成者コンクー
ル」を県歯科医師会が開催しました。
　その結果、川西町では 13 名が優良賞を受賞され
ました。おめでとうございます。
【受賞者一覧】（敬称略）

加藤とみゑ（81）、小川絢子（80）、遠藤利子（82）（吉田）、
小方新右エ門（89）、淀秀夫（83）、黒澤登一（81）、神
保みつ（80）、五十嵐和子（81）、袖山光夫（80）、大河
原カツ子（81）、佐藤清（83） 他2名

休日診療所

玄米ダンベルニギニギ体操のつどい
　▶日　時：１月２３日㈭　１３：３０～
　▶場　所：町生きがい交流館
　▶内　容：健康運動サポーターによる
　　　　　　「玄米ダンベルニギニギ体操」
　▶参加料：無料
　▶申　込：１月１７日㈮まで電話で申込
　▶その他：健幸マイレージ１０ポイント贈呈

適正受診を心がけましょう
★今月のポイント★

会社を退職して資格を失った
保険証や、期限切れの保険証
を提示して医療機関を受診す
ると、医療費の保険者負担分
を保険者へ返還いただくことになります。
受診するときは、お持ちの保険証が有効かど
うかご確認のうえご使用ください。

歯周疾患検診を受けましょう！
　今年度の歯周疾患検診は、12 月 31 日で終了
しますので、対象者（40 歳・50 歳・60 歳・70 歳）
の方はお早めに受診ください。
　詳細は、７月に対象者のご自宅あて送付しま
したご案内をご確認ください。

冬の感染症を予防しましょう
▶インフルエンザ
感染力がとても強く、人が集まる場所、人がよく触
れるものから感染します。例年、12月から感染者が
増え始め、1～2月にかけて流行のピークとなります。
□ こまめに、しっかり手洗い！
□ バランスの良い食生活と十分な休養を！
□ 適度な湿度（50～60％）を保ちましょう
□ 普段から「咳エチケット」を心がけましょう
□ 流行の時期は人ごみを避けましょう

▶ノロウイルス

冬に流行する胃腸炎や食中毒の原因です。乳幼児や
高齢者は重症化することもあり、予防が大切です。
□ しっかり手洗いしましょう
□ 食品は中心部まで十分加熱しましょう
□ 感染した人のおむつ等の取扱いは十分注意し、
　 吐物の処理は素早く適切に行いましょう。

町報かわにし　18令和元年12月15日

11/13 第 24 回 全 国 女 性 消 防 操 法 大 会

川西町女性消防団が大健闘
　この大会は２年に１度開催され、ポンプ操作の的確
さや迅速な動作などを点数化し、合計得点を競うもの
です。今回は神奈川県横浜市の赤レンガ倉庫イベント
広場を会場に、すべての都道府県から計４７チームが
出場しました。山形県代表は各市町村の持ち回りと
なっていて、川西町から大会に出場するのは昭和６１
年の第２回大会以来２度目です。
　町女性消防団は２年前から練習を始め、本間アキ子
部長（小松）ら８人のメンバーがお互いに支え合いな
がら本番での上位入賞を目指してきました。また、川
西消防署員が操法を指導し、各分団員がホース巻きを
手伝うなど、万全のサポートをしてきました。
　迎えた大会当日、町女性消防団は全国大会という大
舞台のプレッシャーから顔がこわばるほどの緊張に襲
われつつ４番目に登場しました。少し離れたスタンド
席から町消防団関係者らが力強い応援で後押しする中、
本間部長のパワフルな号令により操法が開始されると、
団員たちは練習の成果をフルに発揮し、それぞれの役
割を全うしました。
　結果として入賞は叶いませんでしたが、本番を終え
たメンバーたちはお互いに健闘を称え合い、仕事や家
庭を両立させ厳しい訓練を重ねてきたこの２年間を思
い出しながら涙を流す団員もいました。
　大会までの取り組みを通して、消防活動への意欲を
一層強めた彼女たち。これからの活躍から目が離せま
せん。本当にお疲れ様でした。

【写真の説明】
①緊張の面持ちで本番を迎える町女性
消防団のメンバー　②大会で使用した
女性消防操法用のＤ－１級軽可搬ポン
プ　③いよいよ操作始め！なお操法は
２コース同時に行われた　④カメラに
向かって本番前に笑顔でポーズをとる
メンバー　⑤操法の披露を終えて整列。
心底ほっとしたことでしょう　⑥はる
ばる応援に来た町消防団関係者とメン
バーが集合。横断幕には壮行会出席者
からの応援コメントが記されている

① ②

③

④ ⑤

⑥

7　町報かわにし 令和元年12月15日
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

令
和
新
時
代
の
年
末
に

　今
上
天
皇
の
ご
即
位
の
国
事
行
為
も
つ

つ
が
な
く
終
え
ら
れ
、
令
和
元
年
の
歳
末

を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
選
挙
の
年
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
慌
た
だ
し
く
時
間
が
過

ぎ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
６
月
の
山

形
県
沖
地
震
、
台
風
に
よ
る
豪
雨
災
害
が

頻
発
し
心
休
ま
ら
な
い
心
境
で
し
た
。
災

害
が
少
な
い
と
語
ら
れ
て
き
た
本
町
も
台

風
19
号
被
害
は
、
地
球
温
暖
化
が
も
た
ら

す
災
害
多
発
時
代
を
迎
え
た
証
と
し
て
教

訓
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
村
武
彦
先
生

は
、「
災
害
現
場
で
は
蛇
口
か
ら
水
が
出

る
、
電
気
が
つ
く
、
ト
イ
レ
が
流
れ
る
こ

の
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
い
か
に
奇
跡
的

な
こ
と
な
の
か
実
感
し
、
ト
イ
レ
に
感
謝

し
て
一
日
が
始
ま
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

作
成
中
の
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
通
じ

皆
様
と
災
害
へ
の
備
え
を
確
か
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　先
月
、
学
習
指
導
員
が
不
法
侵
入
で
逮

捕
さ
れ
、
児
童
や
保
護
者
の
信
頼
を
裏
切

る
事
件
が
発
生
し
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
事
件
を
受
け
児
童
の
気
持
ち

に
寄
り
添
い
、
安
心
し
て
学
校
生
活
が
過

ご
せ
る
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

　８
月
に
固
定
資
産
税
の
課
税
ミ
ス
が
本

町
は
じ
め
多
く
の
市
町
村
で
発
覚
し
ま
し

た
。
資
産
を
相
続
す
る
代
表
の
方
の
資
産

と
相
続
財
産
を
合
算
し
過
大
に
固
定
資
産

税
を
課
税
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
治
会

長
報
酬
の
源
泉
徴
収
税
の
徴
収
誤
り
も
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
料
な
ど
の
報
酬
は

10
．
21
パ
ー
セ
ン
ト
、
年
額
の
報
酬
は
３
．

０
６
３
パ
ー
セ
ン
ト
と
の
源
泉
徴
収
率
を

同
じ
報
酬
と
い
う
言
葉
で
錯
誤
し
た
も
の

で
す
。
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
重
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
事
務
改
善
を
進
め
信

頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　人
口
減
少
を
克
服
す
る
に
は
人
材
育
成

を
最
優
先
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
取
り
組
み
の
差
が
、
市
町
村

の
格
差
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
職
員
に
お
い
て
も
同
様
で
、
職
員
一
人

一
人
の
向
上
心
が
な
け
れ
ば
役
場
全
体
の

レ
ベ
ル
は
上
が
り
ま
せ
ん
。
殻
を
破
り
挑

戦
す
る
職
員
を
育
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今
年
一
年
、
時
代
の
変
わ
り
目
に
遭
遇

し
色
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆

様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
良
い
新
年

を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

わ
が
町
の
た
か
ら
も
の

問
町
生
涯
学
習
課
　☎
44
ー
２
８
４
３

  

美
女
の
松

て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
当
時
す
で

に
こ
の
あ
た
り
の
名
所
に
な
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
明
治
41
年
の
地

形
図
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
街
道

を
通
る
人
の
道
し
る
べ
と
な
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　昔
か
ら
地
域
の
人
々
に
親
し
ま

れ
て
き
た
美
女
の
松
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
昭
和
51
年
に
枯
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
木
の
一
部
は
立
派

な
テ
ー
ブ
ル
と
な
り
、
現
在
町
交

流
館
あ
い
ぱ
る
内
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
幹
回
り
は
約
２
７
０
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
年
輪
の
数
か
ら
、

樹
齢
は
約
２
０
０
年
だ
っ
た
と
推

定
さ
れ
ま
す
。

▲雪の日の美女の松（『川西町史』
　下巻より、大正11年撮影）

　か
つ
て
、
上
小
松
の
萩
野
街
道

の
中
ご
ろ
に
は
「
美
女
の
松
」
と

呼
ば
れ
る
、
枝
ぶ
り
の
美
し
い
赤

松
の
大
木
が
あ
り
ま
し
た
。「
美

女
木
」
の
地
名
の
由
来
に
も
な
っ

た
木
で
す
。

　『平
家
物
語
』
に
も
登
場
す
る

源
氏
方
の
武
将
・
熊
谷
次
郎
直
実

の
娘
・
鶴
千
代
が
、
直
実
の
没
後

当
地
を
訪
れ
、
手
向
け
の
た
め
に

松
の
一
枝
を
手
折
り
挿
し
た
こ
と

が
は
じ
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
美
し
い
遊
女
が
夜
ご

と
、
こ
の
木
に
も
た
れ
て
村
人
や

旅
人
を
誘
っ
た
話
や
、
木
の
下
を

通
っ
た
医
者
が
な
ま
め
か
し
い
女

性
に
化
け
た
狐
に
だ
ま

さ
れ
て
散
々
な
目
に

遭
っ
た
話
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
伝
説
が
あ
り
ま

す
。　江

戸
時
代
後
期
に
発

刊
さ
れ
た
『
米
澤
里
人

談
』や『
米
沢
地
名
選
』

に
は
「
美
女
松
」
と
し

優
良
社
会
教
育
関
係
職
員
と
し
て
表
彰

～
川
井
邦
宏
さ
ん
（
町
体
育
振
興
公
社
）
が
受
賞
～

　星
野
廣
志
さ
ん
（
吉
島
）
は
、
町
青
少
年

育
成
町
民
会
議
会
長
と
し
て
10
年
間
、
青
少

年
健
全
育
成
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　在
職
中
は
啓
発
活
動
や
青
少
年
育
成
関
係

者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
実
施
、
関
係
機

関
と
の
連
携
、
青
少
年
を
対
象
と
し
た
事
業

へ
の
支
援
活
動
な
ど
、
町
全
体
を
視
野
に
入

れ
た
事
業
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

地
区
単
位
で
の
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
整

備
に
も
先
進
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
多

く
の
功
績
に
よ
り
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　置
賜
社
会
教
育
振
興
会
か
ら
表
彰
さ
れ
た

川
井
邦
宏
さ
ん
は
、
町
体
育
振
興
公
社
の
職

員
を
永
く
務
め
ら
れ
、
置
賜
地
域
全
体
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
と
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
置
賜
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
の
事
務
局
長
と
し
て
置
賜
地
区
の
グ
ラ

ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
競
技
の
普
及
に
取
り
組
み
、

競
技
力
の
向
上
に
努
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

川
西
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
長
と
し
て
ゴ

ル
フ
競
技
の
普
及
振
興
に
も
取
り
組
ま
れ
、

地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

▲表彰を受けた川井邦宏さん

県
青
少
年
団
体
育
成
功
労
者
と
し
て
表
彰

～
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
前
会
長 

星
野
廣
志
さ
ん
（
吉
島
）
～

▲表彰を受けた星野廣志さん

　町
内
小
中
学
校
の
給
食
で
岩
手
県
大
槌
町

産
の
鮭
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
27
年
度
か
ら
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
復
興
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
大
槌
町
の
鮮

魚
店
か
ら
鮭
を
取
り
寄
せ
て
い
て
、
全
校
で

行
う
の
は
今
年
で
４
回
目
で
す
。

　各
校
で
鮭
本
来
の
味
を
感
じ
ら
れ
る
塩
焼

き
や
フ
ラ
イ
な
ど
に
し
、
児
童
生
徒
は
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
郡
小
で
は
、
鮭

の
か
ら
揚
げ
が
出
さ
れ
「
い
つ
も
食
べ
て
い

る
鮭
よ
り
お
い
し
い
」「
ス
ー
パ
ー
の
鮭
と

違
う
」
な
ど
の
言
葉
が
飛
び
交
い
、
食
材
を

通
し
て
大
槌
町
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

▲鮭のからあげを頬張る中郡小児童たち

お
い
し
い
鮭
を
パ
ク
リ
！
で
震
災
復
興
支
援

～
岩
手
県
大
槌
町
の
鮭
給
食
～

　15
歳
以
下
の
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
に
川
西

中
か
ら
小
野
柊し

ゅ
う羽

さ
ん
（
３
年
）
と
齋
藤
は

な
み
さ
ん
（
３
年
）
の
２
人
が
選
出
さ
れ
、

11
月
28
日
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ

れ
た
国
際
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　川
西
中
で
は
と
も
に
男
子
部
・
女
子
部
の

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
、
小
野
さ
ん
は
Ｄ
Ｆ
、

齋
藤
さ
ん
は
Ｍ
Ｆ
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
全
国
大

会
で
の
好
成
績
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、

齋
藤
さ
ん
は
日
本
代
表
で
副
キ
ャ
プ
テ
ン
を

務
め
ま
し
た
。

　な
お
、
２
人
が
出
場
し
た
国
際
大
会
で
日

本
は
男
女
と
も
に
優
勝
し
ま
し
た
。

11/12

川
西
中
か
ら
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
２
人
選
出

～
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
国
際
大
会
に
出
場
～

▲齋藤はなみさん（左）と小野柊羽さん（右）

11/14
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島
貫
武
彦
さ
ん（
犬
川
）に
総
務
大
臣
感
謝
状

～
選
挙
制
度
１
３
０
周
年
記
念
功
労
者
表
彰
～

　山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合
様
と
全
国

共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
山
形
県
本
部
様

か
ら
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
５
基
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
寄
贈
は
、
昭
和
48
年
か
ら

毎
年
本
町
に
い
た
だ
い
て
い
て
、
今
年
で
通
算

２
９
０
基
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合

の
若
林
英
毅
副
組
合
長
（
写
真
中
央
）
ら
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
町
長
に
目
録
を
お
渡
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　町
で
は
、
こ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
有
効
に

活
用
し
、
交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
て
い
き

ま
す
。

【
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」】

▼
東
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　梅
津
央ひ

ろ
な凪
さ
ん
（
川
西
中
３
年
）

▼
山
形
県
納
税
推
進
協
議
会
会
長
賞

　伊
藤
み
つ
き
さ
ん
（
川
西
中
３
年
）

　鈴
木
結ゆ

あ空
さ
ん
（
川
西
中
２
年
）

▼
米
沢
税
務
署
長
賞

　　
倉
叶き

ょ
う
た
ろ
う

多
郎
さ
ん
（
川
西
中
３
年
）

【
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
】

▼
米
沢
税
務
署
管
内
税
務
関
係
団
体
連
絡
協

　議
会
会
長
賞

　渡
部
空そ

ら

さ
ん
（
米
沢
商
業
高
１
年
）

▲米沢税務署長から表彰を受ける梅津央凪さん（右）

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で
中
高
生
５
人
が
入
賞

～
川
西
中
３
年
の
梅
津
央
凪
さ
ん
は
東
北
地
区
で
入
賞
～

　い
つ
ま
で
も
家
族
と
と
も
に
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

目
的
に
「
認
知
症
町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
町

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
約
１
０
０
人
が
聴

講
し
ま
し
た
。

　は
じ
め
に
脳
の
活
性
化
を
促
す
「
シ
ナ
プ

ソ
ロ
ジ
ー
体
操
」
が
実
演
さ
れ
る
と
、
参
加

者
が
笑
顔
で
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
国
や
町
の
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
紹

介
が
あ
っ
た
ほ
か
、
公
立
置
賜
総
合
病
院
の

精
神
科
医
で
あ
る
鈴
木
春
芳
先
生
か
ら
認
知

症
予
防
や
治
療
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

▲目録を贈呈いただきました

認
知
症
を
も
っ
と
理
解
す
る
た
め
に

～
認
知
症
町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
～

12/1

▲感謝状を受けた島貫武彦さん（左）

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
５
基
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

～
通
算
２
９
０
基
と
な
り
ま
し
た
～

▲シナプソロジー体操では体を使ってじゃんけんをした

　町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
島
貫
武
彦

さ
ん（
犬
川
）が
「
選
挙
制
度
１
３
０
周
年
記

念
総
務
大
臣
感
謝
状
」を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
感
謝
状
は
、
長
年
に
わ
た
り
民
主
政

治
確
立
の
た
め
尽
力
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
島
貫
さ
ん
は
「
と
も
に
選
挙
管
理

委
員
会
の
役
割
を
担
っ
た
皆
様
と
い
た
だ
い

た
感
謝
状
だ
」と
感
謝
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　島
貫
さ
ん
は
平
成
16
年
か
ら
４
期
16
年
、

町
選
挙
管
理
委
員
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
間
委

員
長
職
務
代
理
者
・
委
員
長
を
２
期
ず
つ
歴

任
さ
れ
、
適
正
な
選
挙
執
行
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

12/3
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ま ち か ら の お 知 ら せ
town information

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

1/14 ㈫・1/27 ㈪
８：３０～１７：１５ 町健康子育て課 町健康子育て課

☎ ４２－６６４０
弁護士
消費生活相談

1/8 ㈬
１４：００～１６：００

町役場会議室
※要事前予約

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 1/15 ㈬
１３：３０～１６：００

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

心配ごと相談 毎週水曜日
１３：３０～１６：００

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
１８：００～２０：００

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

◆１月の無料相談

１２月の町税等
●町・県民税　　　　　　（４期）
●国民健康保険税　　　　（６期）
●介護保険料　　　　　　（６期）
●後期高齢者医療保険料　（６期）
●上下水道使用料（１１月使用分）
　口座振替日　１２月２５日㈬
　納付期限　　１２月２５日㈬

　やまがた緑環境税で支援する県
民参加による森づくり活動を募集
します。
▶募集期間
　令和２年１月６日～２月６日
※事業の実施は、令和２年度の予
　算成立が前提となります。
問町農地林務課
☎４２－６６４６

県民参加の森づくり活動を
募集

【ふるさと納税制度の見直し】
　ふるさと納税制度の健全な発展
に向けて、令和元年 6 月 1 日以
降に総務大臣が指定した都道府
県・市区町村以外の寄付は、個人
住民税に係る寄付金税額控除の特
例控除額部分の対象外とする見直
しが行われました。
　なお、所得税の所得控除及び個
人住民税の基本控除の対象にはな
ります。
【住宅ローン控除の拡充】
　消費税率の引き上げに当たり、
住宅建築の駆け込み需要やその反
動減を緩和するため、令和元年
10 月 1 日～令和 2 年 12 月 31
日の間に、消費税率 10％が適用
される住宅を取得した場合等にお
いて、住宅ローン控除の適用期間
が延長（現行 10年 → 13 年）さ
れます。
　延長された控除期間（11 年目
～ 13 年目）に所得税額から控除
しきれない額は、現行制度と同じ
控除限度額（所得税の課税総所得
金額等の 7％で最高 136,500 円）
の範囲内で、個人住民税から控除
することができます。
問町税務会計課
☎４２－６６２２
※詳細は町ホームページをご確認
　ください。

令和２年度個人住民税
税制の改正点

税

　農業、商業、建設業などの事業
を行い、町内に償却資産を所有し
ている個人・法人の方は、町に対
して１月末日までに資産を申告す
るよう法律で義務付けられていま
すので、忘れずに申告しましょう。
　また、町は地方税法により適正
な申告が行われているか毎年調査
を行っています。事業主の方々に
は適正な申告をお願いします。
　なお、所有されている償却資産
が申告を要するものか分からない
場合は、町税務会計課までお問合
せください。
問町税務会計課
☎４２－６６２４

固定資産（償却資産）の
適正な申告をお願いします

　台風１９号により住宅や家財な
どに損害を受けられた方は、雑損
控除の適用により令和元年分所得
に係る所得税・令和２年度町県民
税の全部または一部が軽減される
場合があります。
　米沢税務署と町では、被災され
た方を対象に雑損控除に関する個
別相談会を開催します。
　相談は事前申込が必要ですので、
町税務会計課にご連絡ください。
▶期日：令和２年１月１４日㈫・
　１５日㈬・１７日㈮
▶会場：町中央公民館
問町税務会計課
☎４２－６６２２

住民税・所得税の雑損控除
に関する個別相談会

　平成３１年度コミュニティ助成
事業の採択を受け、堀金祭囃子保
存会が大屋台他コミュニティ活動
備品の整備を行いました。
　この助成金は宝くじの社会貢献
広報事業として、市町村やコミュ
ニティ組織（自治会等）が行う活
動を支援していて、本町では平成
３１年度に一般コミュニティ助成
事業１件、地域防災組織育成助成
事業１件が採択されました。
問町まちづくり課
☎４２－６６１３

宝くじ助成金で
コミュニティ活動を支援！

▲堀金祭囃子保存会の大屋台を整備
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一般会計歳入歳出予算額　　　　１１４億２１２万円 　　　

町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　み
な
さ
ん
に
町
の
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
、
上
半
期
と
下
半
期
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
元
年
９
月
末
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　通
常
、
町
の
会
計
は
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
定
の
事
業
を
行
う
な
ど
独
立
性
を
も
っ
て

い
る
事
業
等
は
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、

下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　本
町
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
水
道
事
業
を
含
め
る
と
、
全
部
で
７
つ
の
会
計
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　問
町
未
来
づ
く
り
課

　☎
42
ー
６
６
１
１

歳

　
入

収入率４２.５％
収入済総額

４８億４,２８０万円

特 別 会 計 特定の事業を行うために、一般会計と区分して経理
する必要がある場合に設けられる会計のことです。〔 〕

区　　分 予算現額 収入済額 執行済額

国民健康保険事業 17億 7,895 万円 6億 1,559 万円 7億 2,290 万円

下 水 道 事 業 5億 8,866 万円 2億 5,711 万円 2億 1,948 万円

農業集落排水事業 9,413 万円 4,536 万円 3,759 万円

介護保険事業 19億 2,134 万円 8億 2,278 万円 7億 5,624 万円

後期高齢者医療 1億 7,206 万円 5,488 万円 5,226 万円

公営企業会計 一般会計などと異なり民間企業に似た経理を行う会
計で、収益的収支と資本的収支に区分されています。〔 〕

区　　分 収　　入 支　　出 差し引き

収 益 的 収 支 2億 3,658 万円 1億 4,776 万円 8,882 万円

資 本 的 収 支 ０円 1億 672 万円 △ 1億 672 万円

◆水道事業会計

令和元年度 上半期

令和元年９月３０日現在

49億6,621万円

18億8,758万円

　 12億3,561万円
 7億7,699万円

　  6億9,624万円
     1億6,961万円

14億1,921万円
3億2,876万円

32億9,257万円
地方交付税
（66．3％）

町　　　債
（00.0％）

町　　　税
（62．9％）

3億1,000万円
     1億6,621万円

地方消費税
交　付　金
（53．6％）

国 庫 支 出 金
（24．4％）

 8億8,727万円
1億0,866万円

県 支 出 金
（12.2％）

そ　の　他
（23．2%）

予算額
収入・執行済額

（　　）内の％は予算額に対する
収入・執行済額の割合

  0億0,000万円

（前年度からの繰越分を含む）

町報かわにし　10令和元年12月15日

ま ち か ら の お 知 ら せ
town information

　川西町プレミアム付商品券の購
入対象者のうち、「平成３１年度
町民税非課税」に該当する方が購
入を希望される場合、「商品券購
入引換券」の申請が必要です。
　購入対象になると思われる方へ
は、８月と１１月に申請書を郵送
していますので、期限までに町福
祉介護課へ申請してください。
▶申請期限：来年１月３１日㈮
▶川西町プレミアム付商品券とは
○１冊５千円分の商品券を４千円
　で販売
○１人最大５冊まで購入可能
○町内の取扱加盟店で利用可能
問町福祉介護課
☎４２－６６３５

川西町プレミアム付商品券
申請は来年１月末まで！

お知らせ

　県では、非正規雇用労働者の正
社員化と所得向上を一体的に推進
するため、奨励金を創設し、企業
を支援しています。詳しくは、県
のホームページをご確認ください。
問県雇用対策課
☎０２３－６３０－２３８８

【事業主の皆様へ】
県の奨励金を活用ください

募　　集
町営住宅入居者を募集

▶名称：町営舘之北住宅
▶部屋数：８畳、６畳、ＤＫ
▶戸数：１戸（１階）
▶家賃
　１３，９００～２７，３００円
▶区分：一般用
▶選考方法
　住宅困窮度判定基準による選考
▶募集日時
　１２月２３日㈪～２７日㈮
　８：３０～１７：１５
▶入居時期：来年２月上旬
問町地域整備課
☎４２－６６４７

▶募集内容
①自衛官候補生
　受付期間：通年
②予備自衛官補（一般・技能）
　受付期間
　令和２年１月６日～４月１０日
※試験日、試験会場は受付時にお
　知らせします。
問自衛隊米沢地域事務所
☎２３－００１１

自衛官募集

▶日時：令和２年１月１２日㈰
　９：００～１０：００
▶会場：町中央公民館前駐車場
問町総務課　☎４２－６６１２

川西町消防出初め式

県の労働相談窓口を
ご利用ください

　県では、労働に関して悩んでい
る方に、社会保険労務士が解決に
向けた助言や関係機関を紹介する
労働相談窓口を設けています。詳
しくは、県のホームページをご確
認ください。無料です。
▶問合せ先
　置賜総合支庁地域産業経済課内
　電話　２６－６０４５
▶相談日・時間：火曜日
　１３：００～１６：３０

▶種類
　地方自治法第１９９条第４項及
び川西町監査の執行に関する条例
第２条の規定に基づく定例監査
▶執行期日・対象
①１０月２５日　地域整備課
②１０月２９日　生涯学習課、北
　斗幼稚園、大塚小学校、犬川小
　学校
▶監査委員の氏名
　島貫憲明、吉村徹
▶対象事項：対象所管課等の主と
　して令和元年度における財務に
　関する事務の執行及び経営に係
　る事業の管理に関する事項
▶手続き
　各課等の財務・事業管理に関す
る事項について、適法性・効率性
に留意し関係書類・資料の提出を
受け、書類監査及び関係職員から
の聴き取りを行った。
▶結果：監査対象事項において、
　概ね適正に処理されていた。
問町監査委員事務局
☎４２－６６７４

定例監査の結果

　令和２年２月１日現在で、全国
一斉に「２０２０年農林業センサ
ス」が実施されます。
　農林業センサスは５年ごとに行
われ、農林業の生産構造や就業構
造などを調査し、農山村の実態を
総合的に把握して、農林業政策に
役立てるための大切な調査です。
　１２月下旬から１月にかけて、
県知事の任命を受けた統計調査員
が訪問します。ご回答いただいた
内容は、統計法によって厳重に保
護されますので、調査へのご協力
をお願いします。なお、調査票は
オンラインによる回答も可能です。
問町未来づくり課
☎４２－６６９５

2020 年農林業センサスに
ご協力ください

▶営業時間短縮
　１２月２９日～３１日
　８：４５～１６：３０
▶臨時休業日
　１月１日～３日
問羽前小松駅　☎４２－２５３３

羽前小松駅の
年末年始期間の営業

▲堀金祭囃子保存会の大屋台を整備
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一般会計歳入歳出予算額　　　　１１４億２１２万円 　　　

歳

　
出

執行率４１．３％
執行済総額

４７億９７７万円
基　　金

公 有 財 産

※平成31年３月末日現在高との比較

※平成31年３月末日現在高との比較

区　　分 令和元年９月末現在高 増　　減
庁 舎 建 設 基 金 4億 4,462 万円 3,452 万円
財 政 調 整 基 金 3億 5,997 万円 △ 1億 1,646 万円
国民健康保険給付基金 2億 465 万円 0円
人 材 育 成 交 流 基 金 9,627 万円 △ 108万円
起 業 支 援 基 金 8,435 万円 △ 903万円
子 育 て 支 援 基 金 6,588 万円 △ 280万円
ふるさとづくり基金 6,335 万円 2,117 万円
本間喜一顕彰基金 5,000 万円 0円
土 地 開 発 基 金 1,403 万円 0円
町 債 管 理 基 金 989万円 △ 1,621 万円
そ の 他 1億 9,747 万円 3,051 万円

区　　分 令和元年９月末現在 増　　減

土 地 7,418,866㎡ △ 2,802㎡

建 物 91,181㎡ 0㎡

有 価 証 券 3,935 万円 0円

出資による権利 1億 4,068 万円 △ 1,000 万円

各会計町債現在高
水道事業会計

16億 5,846 万円
下水道事業会計

30億 5,633 万円
農業集落排水事業会計

5億 4,459 万円

　町税のうち、都市計画税と入湯税は、特定の費
用に充てるために課される目的税です。本町では、
都市計画税は下水道事業特別会計へ繰り出し、公
共下水道事業に使っています。また、入湯税は観
光施設の整備と観光振興の事業に使っています。

町債現在高

１２３億７，４７４万円

　町　　税　

７億７，６９９万円

過疎債
50億 6,578 万円

県振興資金
１２億 2,632 万円

その他
5,756 万円

臨時財政対策債
３5億 3,134 万円

教育債
8億 3,762 万円

土木債
6億 4,421 万円

災害復旧債 441万円

農林水産業債
7億 4,053 万円

総務債 2億 9,697 万円

固定資産税
3億 6,276 万円町民税

2億 9,247 万円

軽自動車税
　　　5,952 万円

たばこ税　5,918 万円
都市計画税　０円
入湯税　306万円

農林水産業費
（24.5％）

教　育　費
（48.3％）

そ　の　他
（54.4％）

民　生　費
（31.8％）

22 億 4,403 万円
7 億 1,383 万円

衛　生　費
（56.9％）

17 億 3,373 万円
  9 億 8,607 万円

総　務　費
（37.4％）

26 億 4,482 万円
 9 億 8,863 万円

10 億 6,586 万円
  2 億 4,647 万円

9 億 4,926 万円
4 億 3,910 万円

8 億 4,121 万円
3 億 1,649 万円

7 億 3,588 万円
3 億 8,417 万円

公　債　費
（48.2％）

13 億 1,733 万円
  6 億 3,501 万円

土　木　費
（37.6％）

11　町報かわにし 令和元年12月15日
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来
年
１
月
か
ら
大
き
く
変
わ
り
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
利
用
方
法

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
シ
ス
テ
ム
が
刷
新
さ

れ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
ま
た
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
求
職
の
申
込
み

（
仮
登
録
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
内
に
て
公
開
し
て
い
る
求

人
情
報
と
同
じ
求
人
情
報
の
閲
覧
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

▼
変
更
点

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
内
の
端
末
で
も
、
自
宅

　Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
同
じ
求

　人
情
報
の
閲
覧
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

　ビ
ス
か
ら
「
マ
イ
ペ
ー
ジ
」
の
作
成
が

　可
能
に
な
り
、
お
気
に
入
り
求
人
の
保

　存
や
応
募
求
人
の
履
歴
管
理
な
ど
が
で

　き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
変
更
後
の
求
職
申
込
方
法

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
来
所
し
、
所
内
端
末

　で
申
込

②
ご
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

　申
込

※
来
年
１
月
６
日
以
降
に
初
め
て
ハ
ロ
ー

　ワ
ー
ク
を
利
用
さ
れ
る
方
（
職
業
相
談

　窓
口
を
最
後
に
利
用
し
て
か
ら
２
年
以

　上
経
っ
た
方
を
含
む
）
は
、
自
宅
Ｐ
Ｃ

　か
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
よ
り
事
前

　の
求
職
申
込
を
い
た
だ
く
と
、
ハ
ロ
ー

　ワ
ー
ク
で
の
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
で

　き
ま
す
。

※
雇
用
保
険
（
失
業
保
険
）
の
受
給
手
続

　き
を
す
る
た
め
に
は
求
職
の
申
込
み
が

　必
要
で
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
離
職
票

　を
持
参
す
る
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
求
職

　申
込
み
を
し
て
い
た
だ
く
と
雇
用
保
険

　受
給
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

☎
22
ー
８
１
５
５

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通

冬
期
利
用
の
注
意
点

　デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
は
、
前
日
ま
で

ご
予
約
い
た
だ
く
と
乗
り
合
い
で
自
宅
な

ど
の
戸
口
か
ら
目
的
地
の
戸
口
ま
で
お
送

り
す
る
移
動
サ
ー
ビ
ス
で
、
多
く
の
方
々

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
利
用
上
の
注
意
点
は
下
記
の
と
お

り
３
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え

ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

目
的
地
ま
で
の
運
行
時
間
が

長
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　通
常
、
予
約
し
た
運
行
便
の
出
発
時
間

の
１
時
間
後
ま
で
に
目
的
地
の
戸
口
へ
お

送
り
す
る
よ
う
運
行
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
が
、
路
面
や
天
気
の
状
況
に
よ
り
夏
場

と
比
べ
て
運
行
時
間
が
長
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

路
面
状
況
に
よ
り
、
目
的
地
の
戸
口

ま
で
お
送
り
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す　目

的
地
ま
で
の
道
が
除
雪
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
、
車
両
の
運
行
が
難
し
い
場
合
は
、

運
転
手
の
判
断
で
目
的
地
付
近
で
降
車
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

荒
天
に
よ
り
安
全
な
運
行
が
難
し
い

と
き
は
運
休
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　吹
雪
な
ど
で
視
界
が
確
保
で
き
ず
、
利

用
者
の
み
な
さ
ん
を
安
全
に
目
的
地
ま
で

お
届
け
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
運

行
を
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　運
行
を
休
止
す
る
場
合
は
、
予
約
さ
れ

た
方
へ
必
ず
ご
連
絡
し
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
　☎
42
ー
６
６
１
３

デマンド型乗合交通とは？
▶利用登録
　利用には事前登録が必要です。町まちづくり課にお越しいただき
登録するか、困難な場合は電話での登録も可能です。
▶利用方法
　利用日の１週間前から前日まで予約センター（☎42－3288）
まで電話で予約します。
▶利用予約受付：毎日 8：30～ 17：00（利用日前日は 16：00まで）
▶運行便：毎日９便（午前５便、午後４便）
　午前… 7：30から 1時間ごと５便
　午後…13：00から 1時間ごと４便
▶料金：一律５００円
　運転手に支払います。町福祉タクシー券も利用可能。

▲スマートフォンから求職申込や情報
　閲覧が可能に

ま ち か ら の お 知 ら せ
town information = Pick Up =
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ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
と
は
？

　

地
域
づ
く
り
活
動
や
地
区
経
営
母
体
の
運
営
な
ど
に

必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た
次
代
を
担
う
人
材
で
す
。

受
講
生
た
ち
は
全
６
回
の
講
座
で
、
会
議
の
設
計
や

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
課
題
解
決
方
法
な
ど
を
学
び
、

必
要
な
講
義
を
全
て
受
講
す
る
こ
と
で
「
ま
ち
づ
く
り

マ
イ
ス
タ
ー
」
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

　町
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー

養
成
講
座
を
開
設
し
、
地
域
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
84
名
の
マ
イ

ス
タ
ー
が
誕
生
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
線
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
新
た
に
16
名
を
認
定
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー

　
　
　認定
者
16
名
を
紹
介
し
ま
す

今
年
度
の
主
な
活
動
内
容

　今
年
度
は
ま
ず
「
聞
く
・
話
す
」
の
コ
ツ
を
学
ぶ
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
、
町
の
現
在
と
こ
れ

か
ら
を
数
字
で
読
み
解
く
講
座
、
町
の
こ
れ
か
ら
を
考

え
る
ヒ
ン
ト
を
体
験
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
催

し
ま
し
た
。３
つ
の
講
座
で
学
ん
だ
内
容
を
基
に
、チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
課
題
解
決
の
た
め
話
し
合
い

を
行
い
ま
し
た
。
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
町
の
未

来
に
つ
い
て
様
々
な
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　最
終
講
座
で
は
、
成
果
報
告
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ま

ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
の
活
躍
の
場
を
創
ろ
う
」
を
行

い
、
こ
れ
ま
で
の
講
座
で
学
ん
だ
ス
キ
ル
や
知
識
を
活

か
し
、
マ
イ
ス
タ
ー
の
活
用
方
法
へ
の
提
案
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　講
座
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
度
ま
ち
づ
く
り

マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ
た
５
名
の
方
に
運
営
委

員
と
し
て
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課

　☎
42
ー
６
６
１
３

佐藤 清美 さん
（小松）

安部 友恵 さん
（小松）

中川 秀人 さん
（玉庭）

佐藤 晃一 さん
（大塚）

髙橋 司 さん
（大塚）

小形 光男 さん
（吉島）

市川 憲昭 さん
（吉島）

伊藤 和希 さん
（玉庭）

井上 晃一 さん
（小松）

今野 祐輔 さん
（玉庭）

山本 栄之 さん
（玉庭）

髙橋 知紘 さん
（小松）

鈴木まどか さん
（小松）

林 俊宏 さん
（小松）

江袋 征太 さん
（犬川）

濱田 あみ さん
（南陽市）

今年度の受講生の声
▶ともに魅力ある川西町を築き、発信していきましょう
▶ないものねだりではなく、地域がもともと持っている魅力を見出していきたいと思いました
▶若者が元気で活躍できるようなまちづくりをしていきたいです
▶講座で学んだ町の良いところ・問題点・解決手段を忘れることなく、地域活性化に貢献したいです
▶地域で頑張る様々な世代の方々と出会い、まちづくりへの想いを知ることができて有意義でした
▶知らなかった町の良いところを知る貴重な講座でした
▶これからはもっと積極的にまちづくりに関わっていきたい
▶仕事である農業を通して町に活気が出るよう活動していきたいです

ま ち か ら の お 知 ら せ
town information
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来
年
１
月
か
ら
大
き
く
変
わ
り
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
利
用
方
法

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
シ
ス
テ
ム
が
刷
新
さ

れ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
ま
た
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
求
職
の
申
込
み

（
仮
登
録
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
内
に
て
公
開
し
て
い
る
求

人
情
報
と
同
じ
求
人
情
報
の
閲
覧
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

▼
変
更
点

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
内
の
端
末
で
も
、
自
宅

　Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
同
じ
求

　人
情
報
の
閲
覧
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

　ビ
ス
か
ら
「
マ
イ
ペ
ー
ジ
」
の
作
成
が

　可
能
に
な
り
、
お
気
に
入
り
求
人
の
保

　存
や
応
募
求
人
の
履
歴
管
理
な
ど
が
で

　き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
変
更
後
の
求
職
申
込
方
法

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
来
所
し
、
所
内
端
末

　で
申
込

②
ご
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

　申
込

※
来
年
１
月
６
日
以
降
に
初
め
て
ハ
ロ
ー

　ワ
ー
ク
を
利
用
さ
れ
る
方
（
職
業
相
談

　窓
口
を
最
後
に
利
用
し
て
か
ら
２
年
以

　上
経
っ
た
方
を
含
む
）
は
、
自
宅
Ｐ
Ｃ

　か
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
よ
り
事
前

　の
求
職
申
込
を
い
た
だ
く
と
、
ハ
ロ
ー

　ワ
ー
ク
で
の
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
で

　き
ま
す
。

※
雇
用
保
険
（
失
業
保
険
）
の
受
給
手
続

　き
を
す
る
た
め
に
は
求
職
の
申
込
み
が

　必
要
で
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
離
職
票

　を
持
参
す
る
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
求
職

　申
込
み
を
し
て
い
た
だ
く
と
雇
用
保
険

　受
給
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

☎
22
ー
８
１
５
５

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通

冬
期
利
用
の
注
意
点

　デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
は
、
前
日
ま
で

ご
予
約
い
た
だ
く
と
乗
り
合
い
で
自
宅
な

ど
の
戸
口
か
ら
目
的
地
の
戸
口
ま
で
お
送

り
す
る
移
動
サ
ー
ビ
ス
で
、
多
く
の
方
々

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
利
用
上
の
注
意
点
は
下
記
の
と
お

り
３
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え

ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

目
的
地
ま
で
の
運
行
時
間
が

長
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　通
常
、
予
約
し
た
運
行
便
の
出
発
時
間

の
１
時
間
後
ま
で
に
目
的
地
の
戸
口
へ
お

送
り
す
る
よ
う
運
行
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
が
、
路
面
や
天
気
の
状
況
に
よ
り
夏
場

と
比
べ
て
運
行
時
間
が
長
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

路
面
状
況
に
よ
り
、
目
的
地
の
戸
口

ま
で
お
送
り
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す　目

的
地
ま
で
の
道
が
除
雪
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
、
車
両
の
運
行
が
難
し
い
場
合
は
、

運
転
手
の
判
断
で
目
的
地
付
近
で
降
車
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

荒
天
に
よ
り
安
全
な
運
行
が
難
し
い

と
き
は
運
休
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　吹
雪
な
ど
で
視
界
が
確
保
で
き
ず
、
利

用
者
の
み
な
さ
ん
を
安
全
に
目
的
地
ま
で

お
届
け
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
運

行
を
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　運
行
を
休
止
す
る
場
合
は
、
予
約
さ
れ

た
方
へ
必
ず
ご
連
絡
し
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
　☎
42
ー
６
６
１
３

デマンド型乗合交通とは？
▶利用登録
　利用には事前登録が必要です。町まちづくり課にお越しいただき
登録するか、困難な場合は電話での登録も可能です。
▶利用方法
　利用日の１週間前から前日まで予約センター（☎42－3288）
まで電話で予約します。
▶利用予約受付：毎日 8：30～ 17：00（利用日前日は 16：00まで）
▶運行便：毎日９便（午前５便、午後４便）
　午前… 7：30から 1時間ごと５便
　午後…13：00から 1時間ごと４便
▶料金：一律５００円
　運転手に支払います。町福祉タクシー券も利用可能。

▲スマートフォンから求職申込や情報
　閲覧が可能に

ま ち か ら の お 知 ら せ
town information = Pick Up =
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ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
と
は
？

　

地
域
づ
く
り
活
動
や
地
区
経
営
母
体
の
運
営
な
ど
に

必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た
次
代
を
担
う
人
材
で
す
。

受
講
生
た
ち
は
全
６
回
の
講
座
で
、
会
議
の
設
計
や

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
課
題
解
決
方
法
な
ど
を
学
び
、

必
要
な
講
義
を
全
て
受
講
す
る
こ
と
で
「
ま
ち
づ
く
り

マ
イ
ス
タ
ー
」
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

　町
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー

養
成
講
座
を
開
設
し
、
地
域
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
84
名
の
マ
イ

ス
タ
ー
が
誕
生
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
線
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
新
た
に
16
名
を
認
定
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー

　
　
　認定
者
16
名
を
紹
介
し
ま
す

今
年
度
の
主
な
活
動
内
容

　今
年
度
は
ま
ず
「
聞
く
・
話
す
」
の
コ
ツ
を
学
ぶ
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
、
町
の
現
在
と
こ
れ

か
ら
を
数
字
で
読
み
解
く
講
座
、
町
の
こ
れ
か
ら
を
考

え
る
ヒ
ン
ト
を
体
験
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
催

し
ま
し
た
。３
つ
の
講
座
で
学
ん
だ
内
容
を
基
に
、チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
課
題
解
決
の
た
め
話
し
合
い

を
行
い
ま
し
た
。
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
町
の
未

来
に
つ
い
て
様
々
な
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　最
終
講
座
で
は
、
成
果
報
告
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ま

ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
の
活
躍
の
場
を
創
ろ
う
」
を
行

い
、
こ
れ
ま
で
の
講
座
で
学
ん
だ
ス
キ
ル
や
知
識
を
活

か
し
、
マ
イ
ス
タ
ー
の
活
用
方
法
へ
の
提
案
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　講
座
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
度
ま
ち
づ
く
り

マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ
た
５
名
の
方
に
運
営
委

員
と
し
て
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課

　☎
42
ー
６
６
１
３

佐藤 清美 さん
（小松）

安部 友恵 さん
（小松）

中川 秀人 さん
（玉庭）

佐藤 晃一 さん
（大塚）

髙橋 司 さん
（大塚）

小形 光男 さん
（吉島）

市川 憲昭 さん
（吉島）

伊藤 和希 さん
（玉庭）

井上 晃一 さん
（小松）

今野 祐輔 さん
（玉庭）

山本 栄之 さん
（玉庭）

髙橋 知紘 さん
（小松）

鈴木まどか さん
（小松）

林 俊宏 さん
（小松）

江袋 征太 さん
（犬川）

濱田 あみ さん
（南陽市）

今年度の受講生の声
▶ともに魅力ある川西町を築き、発信していきましょう
▶ないものねだりではなく、地域がもともと持っている魅力を見出していきたいと思いました
▶若者が元気で活躍できるようなまちづくりをしていきたいです
▶講座で学んだ町の良いところ・問題点・解決手段を忘れることなく、地域活性化に貢献したいです
▶地域で頑張る様々な世代の方々と出会い、まちづくりへの想いを知ることができて有意義でした
▶知らなかった町の良いところを知る貴重な講座でした
▶これからはもっと積極的にまちづくりに関わっていきたい
▶仕事である農業を通して町に活気が出るよう活動していきたいです
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　川西町プレミアム付商品券の購
入対象者のうち、「平成３１年度
町民税非課税」に該当する方が購
入を希望される場合、「商品券購
入引換券」の申請が必要です。
　購入対象になると思われる方へ
は、８月と１１月に申請書を郵送
していますので、期限までに町福
祉介護課へ申請してください。
▶申請期限：来年１月３１日㈮
▶川西町プレミアム付商品券とは
○１冊５千円分の商品券を４千円
　で販売
○１人最大５冊まで購入可能
○町内の取扱加盟店で利用可能
問町福祉介護課
☎４２－６６３５

川西町プレミアム付商品券
申請は来年１月末まで！

お知らせ

　県では、非正規雇用労働者の正
社員化と所得向上を一体的に推進
するため、奨励金を創設し、企業
を支援しています。詳しくは、県
のホームページをご確認ください。
問県雇用対策課
☎０２３－６３０－２３８８

【事業主の皆様へ】
県の奨励金を活用ください

募　　集
町営住宅入居者を募集

▶名称：町営舘之北住宅
▶部屋数：８畳、６畳、ＤＫ
▶戸数：１戸（１階）
▶家賃
　１３，９００～２７，３００円
▶区分：一般用
▶選考方法
　住宅困窮度判定基準による選考
▶募集日時
　１２月２３日㈪～２７日㈮
　８：３０～１７：１５
▶入居時期：来年２月上旬
問町地域整備課
☎４２－６６４７

▶募集内容
①自衛官候補生
　受付期間：通年
②予備自衛官補（一般・技能）
　受付期間
　令和２年１月６日～４月１０日
※試験日、試験会場は受付時にお
　知らせします。
問自衛隊米沢地域事務所
☎２３－００１１

自衛官募集

▶日時：令和２年１月１２日㈰
　９：００～１０：００
▶会場：町中央公民館前駐車場
問町総務課　☎４２－６６１２

川西町消防出初め式

県の労働相談窓口を
ご利用ください

　県では、労働に関して悩んでい
る方に、社会保険労務士が解決に
向けた助言や関係機関を紹介する
労働相談窓口を設けています。詳
しくは、県のホームページをご確
認ください。無料です。
▶問合せ先
　置賜総合支庁地域産業経済課内
　電話　２６－６０４５
▶相談日・時間：火曜日
　１３：００～１６：３０

▶種類
　地方自治法第１９９条第４項及
び川西町監査の執行に関する条例
第２条の規定に基づく定例監査
▶執行期日・対象
①１０月２５日　地域整備課
②１０月２９日　生涯学習課、北
　斗幼稚園、大塚小学校、犬川小
　学校
▶監査委員の氏名
　島貫憲明、吉村徹
▶対象事項：対象所管課等の主と
　して令和元年度における財務に
　関する事務の執行及び経営に係
　る事業の管理に関する事項
▶手続き
　各課等の財務・事業管理に関す
る事項について、適法性・効率性
に留意し関係書類・資料の提出を
受け、書類監査及び関係職員から
の聴き取りを行った。
▶結果：監査対象事項において、
　概ね適正に処理されていた。
問町監査委員事務局
☎４２－６６７４

定例監査の結果

　令和２年２月１日現在で、全国
一斉に「２０２０年農林業センサ
ス」が実施されます。
　農林業センサスは５年ごとに行
われ、農林業の生産構造や就業構
造などを調査し、農山村の実態を
総合的に把握して、農林業政策に
役立てるための大切な調査です。
　１２月下旬から１月にかけて、
県知事の任命を受けた統計調査員
が訪問します。ご回答いただいた
内容は、統計法によって厳重に保
護されますので、調査へのご協力
をお願いします。なお、調査票は
オンラインによる回答も可能です。
問町未来づくり課
☎４２－６６９５

2020 年農林業センサスに
ご協力ください

▶営業時間短縮
　１２月２９日～３１日
　８：４５～１６：３０
▶臨時休業日
　１月１日～３日
問羽前小松駅　☎４２－２５３３

羽前小松駅の
年末年始期間の営業

▲堀金祭囃子保存会の大屋台を整備

町報かわにし　14令和元年12月15日

一般会計歳入歳出予算額　　　　１１４億２１２万円 　　　

歳

　
出

執行率４１．３％
執行済総額

４７億９７７万円
基　　金

公 有 財 産

※平成31年３月末日現在高との比較

※平成31年３月末日現在高との比較

区　　分 令和元年９月末現在高 増　　減
庁 舎 建 設 基 金 4億 4,462 万円 3,452 万円
財 政 調 整 基 金 3億 5,997 万円 △ 1億 1,646 万円
国民健康保険給付基金 2億 465 万円 0円
人 材 育 成 交 流 基 金 9,627 万円 △ 108万円
起 業 支 援 基 金 8,435 万円 △ 903万円
子 育 て 支 援 基 金 6,588 万円 △ 280万円
ふるさとづくり基金 6,335 万円 2,117 万円
本間喜一顕彰基金 5,000 万円 0円
土 地 開 発 基 金 1,403 万円 0円
町 債 管 理 基 金 989万円 △ 1,621 万円
そ の 他 1億 9,747 万円 3,051 万円

区　　分 令和元年９月末現在 増　　減

土 地 7,418,866㎡ △ 2,802㎡

建 物 91,181㎡ 0㎡

有 価 証 券 3,935 万円 0円

出資による権利 1億 4,068 万円 △ 1,000 万円

各会計町債現在高
水道事業会計

16億 5,846 万円
下水道事業会計

30億 5,633 万円
農業集落排水事業会計

5億 4,459 万円

　町税のうち、都市計画税と入湯税は、特定の費
用に充てるために課される目的税です。本町では、
都市計画税は下水道事業特別会計へ繰り出し、公
共下水道事業に使っています。また、入湯税は観
光施設の整備と観光振興の事業に使っています。

町債現在高

１２３億７，４７４万円

　町　　税　

７億７，６９９万円

過疎債
50億 6,578 万円

県振興資金
１２億 2,632 万円

その他
5,756 万円

臨時財政対策債
３5億 3,134 万円

教育債
8億 3,762 万円

土木債
6億 4,421 万円

災害復旧債 441万円

農林水産業債
7億 4,053 万円

総務債 2億 9,697 万円

固定資産税
3億 6,276 万円町民税

2億 9,247 万円

軽自動車税
　　　5,952 万円

たばこ税　5,918 万円
都市計画税　０円
入湯税　306万円

農林水産業費
（24.5％）

教　育　費
（48.3％）

そ　の　他
（54.4％）

民　生　費
（31.8％）

22 億 4,403 万円
7 億 1,383 万円

衛　生　費
（56.9％）

17 億 3,373 万円
  9 億 8,607 万円

総　務　費
（37.4％）

26 億 4,482 万円
 9 億 8,863 万円

10 億 6,586 万円
  2 億 4,647 万円

9 億 4,926 万円
4 億 3,910 万円

8 億 4,121 万円
3 億 1,649 万円

7 億 3,588 万円
3 億 8,417 万円

公　債　費
（48.2％）

13 億 1,733 万円
  6 億 3,501 万円

土　木　費
（37.6％）
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内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

1/14 ㈫・1/27 ㈪
８：３０～１７：１５ 町健康子育て課 町健康子育て課

☎ ４２－６６４０
弁護士
消費生活相談

1/8 ㈬
１４：００～１６：００

町役場会議室
※要事前予約

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 1/15 ㈬
１３：３０～１６：００

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

心配ごと相談 毎週水曜日
１３：３０～１６：００

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
１８：００～２０：００

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

◆１月の無料相談

１２月の町税等
●町・県民税　　　　　　（４期）
●国民健康保険税　　　　（６期）
●介護保険料　　　　　　（６期）
●後期高齢者医療保険料　（６期）
●上下水道使用料（１１月使用分）
　口座振替日　１２月２５日㈬
　納付期限　　１２月２５日㈬

　やまがた緑環境税で支援する県
民参加による森づくり活動を募集
します。
▶募集期間
　令和２年１月６日～２月６日
※事業の実施は、令和２年度の予
　算成立が前提となります。
問町農地林務課
☎４２－６６４６

県民参加の森づくり活動を
募集

【ふるさと納税制度の見直し】
　ふるさと納税制度の健全な発展
に向けて、令和元年 6 月 1 日以
降に総務大臣が指定した都道府
県・市区町村以外の寄付は、個人
住民税に係る寄付金税額控除の特
例控除額部分の対象外とする見直
しが行われました。
　なお、所得税の所得控除及び個
人住民税の基本控除の対象にはな
ります。
【住宅ローン控除の拡充】
　消費税率の引き上げに当たり、
住宅建築の駆け込み需要やその反
動減を緩和するため、令和元年
10 月 1 日～令和 2 年 12 月 31
日の間に、消費税率 10％が適用
される住宅を取得した場合等にお
いて、住宅ローン控除の適用期間
が延長（現行 10年 → 13 年）さ
れます。
　延長された控除期間（11 年目
～ 13 年目）に所得税額から控除
しきれない額は、現行制度と同じ
控除限度額（所得税の課税総所得
金額等の 7％で最高 136,500 円）
の範囲内で、個人住民税から控除
することができます。
問町税務会計課
☎４２－６６２２
※詳細は町ホームページをご確認
　ください。

令和２年度個人住民税
税制の改正点

税

　農業、商業、建設業などの事業
を行い、町内に償却資産を所有し
ている個人・法人の方は、町に対
して１月末日までに資産を申告す
るよう法律で義務付けられていま
すので、忘れずに申告しましょう。
　また、町は地方税法により適正
な申告が行われているか毎年調査
を行っています。事業主の方々に
は適正な申告をお願いします。
　なお、所有されている償却資産
が申告を要するものか分からない
場合は、町税務会計課までお問合
せください。
問町税務会計課
☎４２－６６２４

固定資産（償却資産）の
適正な申告をお願いします

　台風１９号により住宅や家財な
どに損害を受けられた方は、雑損
控除の適用により令和元年分所得
に係る所得税・令和２年度町県民
税の全部または一部が軽減される
場合があります。
　米沢税務署と町では、被災され
た方を対象に雑損控除に関する個
別相談会を開催します。
　相談は事前申込が必要ですので、
町税務会計課にご連絡ください。
▶期日：令和２年１月１４日㈫・
　１５日㈬・１７日㈮
▶会場：町中央公民館
問町税務会計課
☎４２－６６２２

住民税・所得税の雑損控除
に関する個別相談会

　平成３１年度コミュニティ助成
事業の採択を受け、堀金祭囃子保
存会が大屋台他コミュニティ活動
備品の整備を行いました。
　この助成金は宝くじの社会貢献
広報事業として、市町村やコミュ
ニティ組織（自治会等）が行う活
動を支援していて、本町では平成
３１年度に一般コミュニティ助成
事業１件、地域防災組織育成助成
事業１件が採択されました。
問町まちづくり課
☎４２－６６１３

宝くじ助成金で
コミュニティ活動を支援！

▲堀金祭囃子保存会の大屋台を整備
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一般会計歳入歳出予算額　　　　１１４億２１２万円 　　　

町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　み
な
さ
ん
に
町
の
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
、
上
半
期
と
下
半
期
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
元
年
９
月
末
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　通
常
、
町
の
会
計
は
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
定
の
事
業
を
行
う
な
ど
独
立
性
を
も
っ
て

い
る
事
業
等
は
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、

下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　本
町
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
水
道
事
業
を
含
め
る
と
、
全
部
で
７
つ
の
会
計
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　問
町
未
来
づ
く
り
課

　☎
42
ー
６
６
１
１

歳

　
入

収入率４２.５％
収入済総額

４８億４,２８０万円

特 別 会 計 特定の事業を行うために、一般会計と区分して経理
する必要がある場合に設けられる会計のことです。〔 〕

区　　分 予算現額 収入済額 執行済額

国民健康保険事業 17億 7,895 万円 6億 1,559 万円 7億 2,290 万円

下 水 道 事 業 5億 8,866 万円 2億 5,711 万円 2億 1,948 万円

農業集落排水事業 9,413 万円 4,536 万円 3,759 万円

介護保険事業 19億 2,134 万円 8億 2,278 万円 7億 5,624 万円

後期高齢者医療 1億 7,206 万円 5,488 万円 5,226 万円

公営企業会計 一般会計などと異なり民間企業に似た経理を行う会
計で、収益的収支と資本的収支に区分されています。〔 〕

区　　分 収　　入 支　　出 差し引き

収 益 的 収 支 2億 3,658 万円 1億 4,776 万円 8,882 万円

資 本 的 収 支 ０円 1億 672 万円 △ 1億 672 万円

◆水道事業会計

令和元年度 上半期

令和元年９月３０日現在

49億6,621万円

18億8,758万円

　 12億3,561万円
 7億7,699万円

　  6億9,624万円
     1億6,961万円

14億1,921万円
3億2,876万円

32億9,257万円
地方交付税
（66．3％）

町　　　債
（00.0％）

町　　　税
（62．9％）

3億1,000万円
     1億6,621万円

地方消費税
交　付　金
（53．6％）

国 庫 支 出 金
（24．4％）

 8億8,727万円
1億0,866万円

県 支 出 金
（12.2％）

そ　の　他
（23．2%）

予算額
収入・執行済額

（　　）内の％は予算額に対する
収入・執行済額の割合

  0億0,000万円

（前年度からの繰越分を含む）

町報かわにし　10令和元年12月15日
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

令
和
新
時
代
の
年
末
に

　今
上
天
皇
の
ご
即
位
の
国
事
行
為
も
つ

つ
が
な
く
終
え
ら
れ
、
令
和
元
年
の
歳
末

を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
選
挙
の
年
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
慌
た
だ
し
く
時
間
が
過

ぎ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
６
月
の
山

形
県
沖
地
震
、
台
風
に
よ
る
豪
雨
災
害
が

頻
発
し
心
休
ま
ら
な
い
心
境
で
し
た
。
災

害
が
少
な
い
と
語
ら
れ
て
き
た
本
町
も
台

風
19
号
被
害
は
、
地
球
温
暖
化
が
も
た
ら

す
災
害
多
発
時
代
を
迎
え
た
証
と
し
て
教

訓
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
村
武
彦
先
生

は
、「
災
害
現
場
で
は
蛇
口
か
ら
水
が
出

る
、
電
気
が
つ
く
、
ト
イ
レ
が
流
れ
る
こ

の
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
い
か
に
奇
跡
的

な
こ
と
な
の
か
実
感
し
、
ト
イ
レ
に
感
謝

し
て
一
日
が
始
ま
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

作
成
中
の
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
通
じ

皆
様
と
災
害
へ
の
備
え
を
確
か
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　先
月
、
学
習
指
導
員
が
不
法
侵
入
で
逮

捕
さ
れ
、
児
童
や
保
護
者
の
信
頼
を
裏
切

る
事
件
が
発
生
し
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
事
件
を
受
け
児
童
の
気
持
ち

に
寄
り
添
い
、
安
心
し
て
学
校
生
活
が
過

ご
せ
る
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

　８
月
に
固
定
資
産
税
の
課
税
ミ
ス
が
本

町
は
じ
め
多
く
の
市
町
村
で
発
覚
し
ま
し

た
。
資
産
を
相
続
す
る
代
表
の
方
の
資
産

と
相
続
財
産
を
合
算
し
過
大
に
固
定
資
産

税
を
課
税
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
治
会

長
報
酬
の
源
泉
徴
収
税
の
徴
収
誤
り
も
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
料
な
ど
の
報
酬
は

10
．
21
パ
ー
セ
ン
ト
、
年
額
の
報
酬
は
３
．

０
６
３
パ
ー
セ
ン
ト
と
の
源
泉
徴
収
率
を

同
じ
報
酬
と
い
う
言
葉
で
錯
誤
し
た
も
の

で
す
。
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
重
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
事
務
改
善
を
進
め
信

頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　人
口
減
少
を
克
服
す
る
に
は
人
材
育
成

を
最
優
先
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
取
り
組
み
の
差
が
、
市
町
村

の
格
差
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
職
員
に
お
い
て
も
同
様
で
、
職
員
一
人

一
人
の
向
上
心
が
な
け
れ
ば
役
場
全
体
の

レ
ベ
ル
は
上
が
り
ま
せ
ん
。
殻
を
破
り
挑

戦
す
る
職
員
を
育
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今
年
一
年
、
時
代
の
変
わ
り
目
に
遭
遇

し
色
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆

様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
良
い
新
年

を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

わ
が
町
の
た
か
ら
も
の

問
町
生
涯
学
習
課
　☎
44
ー
２
８
４
３

  

美
女
の
松

て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
当
時
す
で

に
こ
の
あ
た
り
の
名
所
に
な
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
明
治
41
年
の
地

形
図
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
街
道

を
通
る
人
の
道
し
る
べ
と
な
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　昔
か
ら
地
域
の
人
々
に
親
し
ま

れ
て
き
た
美
女
の
松
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
昭
和
51
年
に
枯
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
木
の
一
部
は
立
派

な
テ
ー
ブ
ル
と
な
り
、
現
在
町
交

流
館
あ
い
ぱ
る
内
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
幹
回
り
は
約
２
７
０
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
年
輪
の
数
か
ら
、

樹
齢
は
約
２
０
０
年
だ
っ
た
と
推

定
さ
れ
ま
す
。

▲雪の日の美女の松（『川西町史』
　下巻より、大正11年撮影）

　か
つ
て
、
上
小
松
の
萩
野
街
道

の
中
ご
ろ
に
は
「
美
女
の
松
」
と

呼
ば
れ
る
、
枝
ぶ
り
の
美
し
い
赤

松
の
大
木
が
あ
り
ま
し
た
。「
美

女
木
」
の
地
名
の
由
来
に
も
な
っ

た
木
で
す
。

　『平
家
物
語
』
に
も
登
場
す
る

源
氏
方
の
武
将
・
熊
谷
次
郎
直
実

の
娘
・
鶴
千
代
が
、
直
実
の
没
後

当
地
を
訪
れ
、
手
向
け
の
た
め
に

松
の
一
枝
を
手
折
り
挿
し
た
こ
と

が
は
じ
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
美
し
い
遊
女
が
夜
ご

と
、
こ
の
木
に
も
た
れ
て
村
人
や

旅
人
を
誘
っ
た
話
や
、
木
の
下
を

通
っ
た
医
者
が
な
ま
め
か
し
い
女

性
に
化
け
た
狐
に
だ
ま

さ
れ
て
散
々
な
目
に

遭
っ
た
話
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
伝
説
が
あ
り
ま

す
。　江

戸
時
代
後
期
に
発

刊
さ
れ
た
『
米
澤
里
人

談
』や『
米
沢
地
名
選
』

に
は
「
美
女
松
」
と
し

優
良
社
会
教
育
関
係
職
員
と
し
て
表
彰

～
川
井
邦
宏
さ
ん
（
町
体
育
振
興
公
社
）
が
受
賞
～

　星
野
廣
志
さ
ん
（
吉
島
）
は
、
町
青
少
年

育
成
町
民
会
議
会
長
と
し
て
10
年
間
、
青
少

年
健
全
育
成
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　在
職
中
は
啓
発
活
動
や
青
少
年
育
成
関
係

者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
実
施
、
関
係
機

関
と
の
連
携
、
青
少
年
を
対
象
と
し
た
事
業

へ
の
支
援
活
動
な
ど
、
町
全
体
を
視
野
に
入

れ
た
事
業
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

地
区
単
位
で
の
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
整

備
に
も
先
進
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
多

く
の
功
績
に
よ
り
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　置
賜
社
会
教
育
振
興
会
か
ら
表
彰
さ
れ
た

川
井
邦
宏
さ
ん
は
、
町
体
育
振
興
公
社
の
職

員
を
永
く
務
め
ら
れ
、
置
賜
地
域
全
体
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
と
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
置
賜
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
の
事
務
局
長
と
し
て
置
賜
地
区
の
グ
ラ

ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
競
技
の
普
及
に
取
り
組
み
、

競
技
力
の
向
上
に
努
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

川
西
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
長
と
し
て
ゴ

ル
フ
競
技
の
普
及
振
興
に
も
取
り
組
ま
れ
、

地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

▲表彰を受けた川井邦宏さん

県
青
少
年
団
体
育
成
功
労
者
と
し
て
表
彰

～
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
前
会
長 

星
野
廣
志
さ
ん
（
吉
島
）
～

▲表彰を受けた星野廣志さん

　町
内
小
中
学
校
の
給
食
で
岩
手
県
大
槌
町

産
の
鮭
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
27
年
度
か
ら
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
復
興
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
大
槌
町
の
鮮

魚
店
か
ら
鮭
を
取
り
寄
せ
て
い
て
、
全
校
で

行
う
の
は
今
年
で
４
回
目
で
す
。

　各
校
で
鮭
本
来
の
味
を
感
じ
ら
れ
る
塩
焼

き
や
フ
ラ
イ
な
ど
に
し
、
児
童
生
徒
は
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
郡
小
で
は
、
鮭

の
か
ら
揚
げ
が
出
さ
れ
「
い
つ
も
食
べ
て
い

る
鮭
よ
り
お
い
し
い
」「
ス
ー
パ
ー
の
鮭
と

違
う
」
な
ど
の
言
葉
が
飛
び
交
い
、
食
材
を

通
し
て
大
槌
町
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

▲鮭のからあげを頬張る中郡小児童たち

お
い
し
い
鮭
を
パ
ク
リ
！
で
震
災
復
興
支
援

～
岩
手
県
大
槌
町
の
鮭
給
食
～

　15
歳
以
下
の
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
に
川
西

中
か
ら
小
野
柊し

ゅ
う羽

さ
ん
（
３
年
）
と
齋
藤
は

な
み
さ
ん
（
３
年
）
の
２
人
が
選
出
さ
れ
、

11
月
28
日
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ

れ
た
国
際
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　川
西
中
で
は
と
も
に
男
子
部
・
女
子
部
の

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
、
小
野
さ
ん
は
Ｄ
Ｆ
、

齋
藤
さ
ん
は
Ｍ
Ｆ
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
全
国
大

会
で
の
好
成
績
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、

齋
藤
さ
ん
は
日
本
代
表
で
副
キ
ャ
プ
テ
ン
を

務
め
ま
し
た
。

　な
お
、
２
人
が
出
場
し
た
国
際
大
会
で
日

本
は
男
女
と
も
に
優
勝
し
ま
し
た
。
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川
西
中
か
ら
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
２
人
選
出

～
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
国
際
大
会
に
出
場
～

▲齋藤はなみさん（左）と小野柊羽さん（右）

11/14
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島
貫
武
彦
さ
ん（
犬
川
）に
総
務
大
臣
感
謝
状

～
選
挙
制
度
１
３
０
周
年
記
念
功
労
者
表
彰
～

　山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合
様
と
全
国

共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
山
形
県
本
部
様

か
ら
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
５
基
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
寄
贈
は
、
昭
和
48
年
か
ら

毎
年
本
町
に
い
た
だ
い
て
い
て
、
今
年
で
通
算

２
９
０
基
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合

の
若
林
英
毅
副
組
合
長
（
写
真
中
央
）
ら
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
町
長
に
目
録
を
お
渡
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　町
で
は
、
こ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
有
効
に

活
用
し
、
交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
て
い
き

ま
す
。

【
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」】

▼
東
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　梅
津
央ひ

ろ
な凪
さ
ん
（
川
西
中
３
年
）

▼
山
形
県
納
税
推
進
協
議
会
会
長
賞

　伊
藤
み
つ
き
さ
ん
（
川
西
中
３
年
）

　鈴
木
結ゆ

あ空
さ
ん
（
川
西
中
２
年
）

▼
米
沢
税
務
署
長
賞

　　
倉
叶き

ょ
う
た
ろ
う

多
郎
さ
ん
（
川
西
中
３
年
）

【
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
】

▼
米
沢
税
務
署
管
内
税
務
関
係
団
体
連
絡
協

　議
会
会
長
賞

　渡
部
空そ

ら

さ
ん
（
米
沢
商
業
高
１
年
）

▲米沢税務署長から表彰を受ける梅津央凪さん（右）

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で
中
高
生
５
人
が
入
賞

～
川
西
中
３
年
の
梅
津
央
凪
さ
ん
は
東
北
地
区
で
入
賞
～

　い
つ
ま
で
も
家
族
と
と
も
に
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

目
的
に
「
認
知
症
町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
町

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
約
１
０
０
人
が
聴

講
し
ま
し
た
。

　は
じ
め
に
脳
の
活
性
化
を
促
す
「
シ
ナ
プ

ソ
ロ
ジ
ー
体
操
」
が
実
演
さ
れ
る
と
、
参
加

者
が
笑
顔
で
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
国
や
町
の
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
紹

介
が
あ
っ
た
ほ
か
、
公
立
置
賜
総
合
病
院
の

精
神
科
医
で
あ
る
鈴
木
春
芳
先
生
か
ら
認
知

症
予
防
や
治
療
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

▲目録を贈呈いただきました

認
知
症
を
も
っ
と
理
解
す
る
た
め
に

～
認
知
症
町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
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▲感謝状を受けた島貫武彦さん（左）

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
５
基
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

～
通
算
２
９
０
基
と
な
り
ま
し
た
～

▲シナプソロジー体操では体を使ってじゃんけんをした

　町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
島
貫
武
彦

さ
ん（
犬
川
）が
「
選
挙
制
度
１
３
０
周
年
記

念
総
務
大
臣
感
謝
状
」を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
感
謝
状
は
、
長
年
に
わ
た
り
民
主
政

治
確
立
の
た
め
尽
力
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
島
貫
さ
ん
は
「
と
も
に
選
挙
管
理

委
員
会
の
役
割
を
担
っ
た
皆
様
と
い
た
だ
い

た
感
謝
状
だ
」と
感
謝
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　島
貫
さ
ん
は
平
成
16
年
か
ら
４
期
16
年
、

町
選
挙
管
理
委
員
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
間
委

員
長
職
務
代
理
者
・
委
員
長
を
２
期
ず
つ
歴

任
さ
れ
、
適
正
な
選
挙
執
行
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

12/3

11/2111/27
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福 祉 と 介 護 の ひ ろ ば

地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

なくそう！ 高齢者虐待
　超高齢化社会となり、全国的に親など身近な高齢者への
虐待が増えています。平成 29 年度の虐待認定件数は全国で
17,078 件、県内では 157 件となっています。さらに、虐待を
行っている方に自覚がないケースも多く見られ、深刻な問題と
なっています。
　虐待が起こる背景と予防策を知り、虐待のない安心して暮ら
せるまちをつくりましょう。

　高齢者や介護に関するご相談は、気軽に下記ま
でお電話ください。
　虐待に気づいた方は、すみやかにご連絡くださ
い。ご連絡いただいた方の秘密は守られます。

 ① 虐待のリスクが高まる要因  ② やめましょう！これは虐待です

■　叩く、蹴る
■　怒鳴ったり、馬鹿にしたり、無視したりする
■　年金を勝手に使う
■　身の回りの世話をしない、介護保険サービス
　　を受けさせない　など

虐待される側 虐待する側
▶高齢（女性の方が多い）
▶介護が必要
▶認知症
▶介護状態が長期間続いている

▶介護負担が大きい
▶障がい・病気を抱えている
▶介護の知識や情報の不足
▶孤立している

その他：過去の家族関係・人間関係、生活困窮

 ③ 虐待を予防するために

■　認知症など病気に関する理解を深め、適切な
　　関わり方を身に付けましょう。
■　家族の介護負担軽減のために、さまざまな医
　　療・介護・福祉サービスを上手に活用し、時
　　には気分転換しましょう。
■　高齢者やその家族が孤立しないよう、地域で
　　見守りや声掛けをし、相談し合える関係をつ
　　くりましょう。
■　相談機関を活用しましょう。

 ④ 相談したい方、虐待を発見した方は…

 【相談窓口】
町福祉介護課　地域包括支援センター

☎４２－６６３８

おむつに係る費用の医療費控除証明書を
発行します

　おむつ代の医療費控除を受けるのが２年目以降の
方に、令和元年分（平成３１年分）の「おむつに係
る費用の医療費控除証明書」を無料発行します。
　ただし、発行には要件がありますので、希望され
る方は町福祉介護課へお問い合わせください。
問町福祉介護課　☎４２－６６３８

障害者控除対象者認定書を発行します

　介護保険の要支援・要介護認定を受けている方で、
一定の基準に該当する場合、所得税及び町県民税の
申告の際に障害者控除が受けられます。
　該当するかどうかは、その方によって異なります
ので、町福祉介護課へお問い合わせください。
　該当する場合、申請をいただき「障害者控除対象
者認定書」を発行しますので、税申告時期に間に合
うようお早めの申請をお願
いします。
　なお、この認定書は令和
２年１月６日以降に発行し
ます。
問町福祉介護課
☎４２－６６３８
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11/1 知事と若者の地域創生ミーティング

町の未来を吉村知事と語り合う
　町交流館あいぱるで行われた「知事と若者の地域創
生ミーティングｉｎ川西町」は、県民との対話を重視
する吉村美栄子知事自らが県内を訪問して実施する広
聴事業で、平成２９年度から若者を対象に「地域活性
化や定住促進などについて車座になって語り合う座談
会」となっています。
　町内の高校生・農業・医療福祉・自営業などの職業
に就く１７～３８歳の９名が参加し、原田町長が進行
役となって、仕事や地域活動を通して感じていること
について吉村知事と意見を交わしました。
　置賜農業高校２年の佐藤匠さんは「農業土木を学ん
でいて、千年に一度の大雨にも耐えられる河川を造る
担い手になりたい」と力強く語ったほか、町内で子ど
も食堂を立ち上げた佐藤千恵美さんは「支援する側・
される側に分けるのではなく、子育て支援だったら自
分たちでできるのではないか」と地域活動のきっかけ
を紹介しました。その他にも「農業の後継者不足」「公
共交通手段の確保」「若者が定住できる環境づくり」「イ
ベントなどで地域を盛り上げる取り組み」「子育てし
やすい環境づくり」が話題に上がりました。
　吉村知事は「今日のご縁を大切にして、つながりを
持ってください」「みなさんがいきいきと元気に生活
することが、町の元気、県の元気、国の元気になる」
と語り、地域での活躍を呼びかけました。

遠藤 竜也 さん
（吉島）

佐藤 千恵美 さん
（小松）

川崎 幸 さん
（中郡）

佐藤 匠 さん
（小松）

須貝 朋恵 さん
（玉庭）

中田 裕子 さん
（玉庭）

江本 一宏 さん
（小松）

舩山 宏和 さん
（犬川）

斎藤 翔平 さん
（大塚）

町報かわにし　6令和元年12月15日

健 康 ひ ろ ば

●南陽東置賜休日診療所
　住　　所：南陽市椚塚４２０－７
　電　　話：４０－３４５６
　診 療 日：日曜日・祝祭日
　時　　間：８：４５～１１：４５
　　　　　　１３：００～１６：３０
　診療科目：主に内科、小児科

このページの内容に関する問い合わせ先
町健康子育て課　☎４２－６６４０

歯科休日当番医
時間：９：００～１５：００

期日 担当歯科医院 電話番号
12/15 板垣歯科クリニック（南陽） 50-3348
12/22 五十嵐歯科医院（白鷹） 0238-85-2075
12/29 近野歯科医院（米沢） 23-1187
12/31 長谷部歯科医院（米沢） 22-8110
1/1 松下歯科医院（長井） 0238-87-0878
1/2 伊藤歯科医院（南陽） 45-2030
1/3 鈴木歯科医院（米沢） 23-0370
1/5 三條歯科医院（米沢） 23-2206
1/12 つちや歯科医院（高畠） 52-0464
1/13 平間歯科医院（米沢） 23-8148

「８０２０」達成の町民１３人に表彰
　80 歳以上で自分の歯を 20 本以上もつ方を表彰
する「HAPPY COM COM 8020 達成者コンクー
ル」を県歯科医師会が開催しました。
　その結果、川西町では 13 名が優良賞を受賞され
ました。おめでとうございます。
【受賞者一覧】（敬称略）

加藤とみゑ（81）、小川絢子（80）、遠藤利子（82）（吉田）、
小方新右エ門（89）、淀秀夫（83）、黒澤登一（81）、神
保みつ（80）、五十嵐和子（81）、袖山光夫（80）、大河
原カツ子（81）、佐藤清（83） 他2名

休日診療所

玄米ダンベルニギニギ体操のつどい
　▶日　時：１月２３日㈭　１３：３０～
　▶場　所：町生きがい交流館
　▶内　容：健康運動サポーターによる
　　　　　　「玄米ダンベルニギニギ体操」
　▶参加料：無料
　▶申　込：１月１７日㈮まで電話で申込
　▶その他：健幸マイレージ１０ポイント贈呈

適正受診を心がけましょう
★今月のポイント★

会社を退職して資格を失った
保険証や、期限切れの保険証
を提示して医療機関を受診す
ると、医療費の保険者負担分
を保険者へ返還いただくことになります。
受診するときは、お持ちの保険証が有効かど
うかご確認のうえご使用ください。

歯周疾患検診を受けましょう！
　今年度の歯周疾患検診は、12 月 31 日で終了
しますので、対象者（40 歳・50 歳・60 歳・70 歳）
の方はお早めに受診ください。
　詳細は、７月に対象者のご自宅あて送付しま
したご案内をご確認ください。

冬の感染症を予防しましょう
▶インフルエンザ
感染力がとても強く、人が集まる場所、人がよく触
れるものから感染します。例年、12月から感染者が
増え始め、1～2月にかけて流行のピークとなります。
□ こまめに、しっかり手洗い！
□ バランスの良い食生活と十分な休養を！
□ 適度な湿度（50～60％）を保ちましょう
□ 普段から「咳エチケット」を心がけましょう
□ 流行の時期は人ごみを避けましょう

▶ノロウイルス

冬に流行する胃腸炎や食中毒の原因です。乳幼児や
高齢者は重症化することもあり、予防が大切です。
□ しっかり手洗いしましょう
□ 食品は中心部まで十分加熱しましょう
□ 感染した人のおむつ等の取扱いは十分注意し、
　 吐物の処理は素早く適切に行いましょう。

町報かわにし　18令和元年12月15日

11/13 第 24 回 全 国 女 性 消 防 操 法 大 会

川西町女性消防団が大健闘
　この大会は２年に１度開催され、ポンプ操作の的確
さや迅速な動作などを点数化し、合計得点を競うもの
です。今回は神奈川県横浜市の赤レンガ倉庫イベント
広場を会場に、すべての都道府県から計４７チームが
出場しました。山形県代表は各市町村の持ち回りと
なっていて、川西町から大会に出場するのは昭和６１
年の第２回大会以来２度目です。
　町女性消防団は２年前から練習を始め、本間アキ子
部長（小松）ら８人のメンバーがお互いに支え合いな
がら本番での上位入賞を目指してきました。また、川
西消防署員が操法を指導し、各分団員がホース巻きを
手伝うなど、万全のサポートをしてきました。
　迎えた大会当日、町女性消防団は全国大会という大
舞台のプレッシャーから顔がこわばるほどの緊張に襲
われつつ４番目に登場しました。少し離れたスタンド
席から町消防団関係者らが力強い応援で後押しする中、
本間部長のパワフルな号令により操法が開始されると、
団員たちは練習の成果をフルに発揮し、それぞれの役
割を全うしました。
　結果として入賞は叶いませんでしたが、本番を終え
たメンバーたちはお互いに健闘を称え合い、仕事や家
庭を両立させ厳しい訓練を重ねてきたこの２年間を思
い出しながら涙を流す団員もいました。
　大会までの取り組みを通して、消防活動への意欲を
一層強めた彼女たち。これからの活躍から目が離せま
せん。本当にお疲れ様でした。

【写真の説明】
①緊張の面持ちで本番を迎える町女性
消防団のメンバー　②大会で使用した
女性消防操法用のＤ－１級軽可搬ポン
プ　③いよいよ操作始め！なお操法は
２コース同時に行われた　④カメラに
向かって本番前に笑顔でポーズをとる
メンバー　⑤操法の披露を終えて整列。
心底ほっとしたことでしょう　⑥はる
ばる応援に来た町消防団関係者とメン
バーが集合。横断幕には壮行会出席者
からの応援コメントが記されている

① ②

③

④ ⑤

⑥
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■ 

驚
き
と
感
激
の
日
々

川西町地域おこし協力隊
　電　話：０２３８－４２－６６１３
　メール：chimaru@ms5.omn.ne.jp

　私
た
ち
夫
婦
が
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
農
業
研
修
生
と
し
て

横
浜
市
か
ら
川
西
町
に
引
っ
越

し
て
７
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。

慌
た
だ
し
い
都
会
で
の
生
活
や

仕
事
、
窮
屈
な
ビ
ル
群
や
人
ご

み
の
景
色
か
ら
一
変
、
雄
大
な

山
々
に
広
大
な
田
畑
の
景
色
の

中
で
季
節
を
感
じ
な
が
ら
、
農

作
業
の
お
手
伝
い
の
経
験
は
私

た
ち
に
と
っ
て
日
々
驚
き
と
感

激
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
と
関
心

ご
と
を
持
つ
毎
日
で
し
た
。

　時
期
を
見
て
一
斉
に
あ
ち
こ

ち
で
始
ま
る
田
植
え
や
稲
刈
り
。

そ
の
合
間
に
あ
る
草
刈
り
や
消

毒
の
仕
事
。
毎
日
行
う
田
の
水

管
理
に
、
転
作
の
た
め
に
作
る

野
菜
や
果
樹
。
た
く
さ
ん
の
手

間
と
工
程
を
終
え
て
、
や
っ
と

収
穫
し
た
作
物
を
手
に
持
っ
た

と
き
は
感
激
で
し
た
。
と
同
時

に
人
手
不
足
や
高
齢
化
社
会
だ

と
聞
く
話
で
す
が
、
農
業
社
会

も
全
く
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い

る
状
況
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
毎
日
の
忙
し
い

農
作
業
の
中
で
も
農
家
の
方
々

か
ら
教
わ
る
農
業
の
仕
組
み
や

土
地
の
風
習
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
り
美
味
し
い
ふ
る
ま
い

を
受
け
た
り
、
農
機
具
の
扱
い

や
実
践
指
導
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
り
と
身
に
付
く
経
験
を
積

ま
せ
て
も
ら
っ
た
事
に
感
謝
の

気
持
ち
で
す
。

　私
た
ち
夫
婦
の
夢
で
あ
る
独

立
就
農
を
実
現
さ
せ
て
い
く
た

め
に
も
、
今
後
の
作
業
も
身
に

付
け
な
が
ら
農
業
知
識・技
術・

経
営
学
な
ど
、
農
業
研
修
生
制

度
を
目
一
杯
活
用
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
ま
す
。

▲ぶどうの作業に取り組む加藤夫妻

町報かわにしがアプリでも読めるようになりました！

今月の 新庁舎 工事状況

　庁舎棟基礎部分の埋戻しが 11 月
中旬に完了し、その後 1 階床の土
間コンクリート打設を行いました。
年内中に 1 階部分の立ち上げを目
指し、12 月からは梁、柱、壁部分
のコンクリート打設に向けた工事
を進めています。
　工事車両の出入りなど、交通安
全には十分留意して工事を進めま
すので、ご理解とご協力をよろし
くお願いします。

問町政策推進課 ☎４２－６６０４

はじめてのバースデー　　　

おの ひので ちゃん

平成３０年
１２月誕生

　はじめての誕生日がやってきた赤ちゃんを紹介する
コーナーです。
　町が行う９・10 か月児健康教室に参加されたお子さ
んを広報担当が撮影し、誕生月に発行する町報かわにし
にお名前とともに掲載します。

▲上空から見た建設地

加
藤 

由ゆ
う
き樹

加
藤 

ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
（
神
奈
川
県
出
身
・
犬
川
地
区
在
住
）
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吉永 寿美子
☎46－2318

美女木

竹田 孝
☎42－5311
北六、天神東、

中一

安部 千鶴
☎42－2212

北（三・四）

髙橋 栄一
☎46－2536
上萩野、

下萩野(東・西)、緑町

大河原 壽男
☎42－6432
南三、南新町、
緑町の一部

小関 澄
☎42－6669

東陽寺前

民
生
委
員
・
児
童
委
員

〈
任
期
〉
令
和
元
年
12
月
１
日
～
令
和
４
年
11
月
30
日

加藤 弘子
☎42－3557

西 ( 六の一・六の三・
七・八 )

嶋貫 幸子
☎42－4919
西五、殿原、
栄町、若葉町

竹田 儀助
☎42－5946
諏訪、ニ井町、
塩ノ沢

金子 孝子
☎42－4466
樅ノ木町、道徳、

六角

多勢 ヒロ子
☎42－6276
坂の上、南五日町、

ひげ町（一・二）、明神町

伊藤 久一郎
☎42－2671

西 ( 一・二・三の一 )
花丘町、根岸住宅

遠藤 研介
☎42－4412

西(三の二・四の一・
四の二)、北一、北二

　倉 　一郎
☎42－4898
桜木町、平谷地、

平谷地団地、平谷地第二

菅井 厚
☎42－3527
犬川、八幡、
八幡西、中沖

青木 健一
☎42－4095

荒井、他屋町、林崎
中ノ他屋、中

平　忠
☎42－2913
町、東新田、
西新田、元宿

遠藤 秋市
☎42－5341
町田、東他屋、
門ノ目 (一・二 )

髙橋 　子
☎42－3118

中 ( 五・七・八・九 )

佐藤 博
☎42－3622

中 ( 二・三・四・六 )
舘之北団地

荒井 美穂
☎42－2866
駅前、押川、
新町、荒井

石田 康
☎42－5251
四番、五番、
谷地、希望が丘

安部 美知子
☎46－2141
千松寺、二番、

三番

淀野 寛
☎42－2178
高田、大林、
松森、新道

大津 孝一
☎46－2640
岡、大野、
原ノ前、蔵久

小森 猛
☎42－6682
桧、菊田、
新田、一里塚

大河原美惠子
☎46－2055
館、上黒川
宿、下黒川

金田 淳一
☎42－2842
矢の目、留塚、
上高豆　、河内

こそだてＮＡＶＩ

内容 対象 期日 受付時間 備考

ママパパ教室 R2.4.1 ～ 7.31 に出産予定の方 1/14 ㈫ 13：15 ～ 13：30
講話：妊娠中の食事
体験：パパの妊婦体験
申込：1/7 まで

９・１０か月児健康教室 H31.3.1 ～ 4.30 生 1/15 ㈬ 13：15 ～ 13：30

ぴかぴか歯っぴい教室
① H30.1 生の２歳児
② H29.1、H29.7、H30.11 生
③ママ・パパになる方

1/16 ㈭
① 13：20 ～ 13：30
② 13：30 ～ 14：00
③ 13：50 ～ 14：00

歯科健診やフッ素塗布
（希望者 500 円）

１歳６か月児健康診査 H30.4.21 ～ 6.30 生 1/17 ㈮ 13：15 ～ 13：30

● 健康子育て課からのお知らせ

イベント 場所 期日 時間 備考

ルンルン子育て広場 子育て支援センター
1/10 ㈮

9：30 ～
小正月行事 だんごの木かざり

1/21 ㈫ タオルで遊ぼう

町立幼児施設の開放
美郷幼稚園 1/ 8 ㈬

10：00 ～ 11：00
北斗幼稚園 1/15 ㈬

● 子育て支援センター『こあら』からのお知らせ

問町健康子育て課　☎４２－６６４０

問町子育て支援センター　☎４４－２８２２

▶会場：町生きがい交流館（上小松）

ご利用ください！ 

こあらっこ広場（すくすく計測）

▶対象：妊婦さん、お子さんとお母さん
▶場所：子育て支援センター
▶日時：1/22 ㈬　10：00～ 11：30
　
妊婦さんやお母さん同士の交流・情報交換、身体測定、
育児相談などができます。
子育て支援センター会場の日には、おむつアートをご用
意します。記念に写真を１枚いかがですか？

幼児ことばの相談室
　▶対象：ことばに関する相談を希望する
　　　　　保護者と就学前のお子さん
　▶内容：言語聴覚士による相談対応
　▶日時：1/20 ㈪　9：00～
　▶申込：下記まで電話で申込ください
　　　　　（完全予約制）
　問町健康子育て課　☎４２－６６７１

子育て支援医療証を郵送します

▶今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：１２月２日～１月１日
▶郵送日：１２月２３日㈪（予定）
問町住民生活課　☎４２－２１１４
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齋藤 富雄
☎42－2446

東部六、西部三

齋藤 久雄
☎42－5496
四枠、西部四
荒窪

坂野 孝一
☎42－3472

東部 ( 三・四・五 )

伊藤 豊実
☎42－4542

東部 ( 一・二 )

大友 憲一
☎48－2003

御伊勢町

鈴木 武五郎
☎54－4005

上和合、中程

黒澤 秀夫
☎42－4754

北部 ( 四・五 )

竹田 啓
☎46－2177

北部(一(宿)・一(四ツ家)・
二・三の一・三の二)

髙橋 建一
☎42－4440
南向、北向、
八幡原、相馬山

加藤 勝雄
☎42－4306

西部 ( 一・二 )

佐藤 千惠子
☎42－6420
飯坂、上奥田中
上奥田下

竹田 浩徳
☎42－6512

大舟中、大舟下

小方 久司
☎48－2074

大舟上、大舟中(東沢
東・西）、上奥田上

須貝 建藏
☎46－2743

朴沢

村岡 陽子
☎48－2502

酒町、
柏ノ木西（一）

佐藤 けい子
☎48－2683

松尾、
柏ノ木西（二・三）

青木 茂次
☎44－2403

上尾長島、堤

横山 明博
☎44－2388

吉田 ( 西・南・中・東 )

淀野 洋子
☎44－2455
東方、北方、
西原

寒河江 誠
☎44－2697
東郷、北郷、
南郷

島貫 僚子
☎44－2909
三ツ井、中三ツ井、

土祖神

平 久子
☎44－2562
八ツ口、中町、

西町

髙橋 裕子
☎090-9538-5432

大塚・吉島

齋藤 正博
☎48－2517

中郡・玉庭・東沢

青木 順子
☎42－4676

小松・犬川

小形 千枝子
☎44－2506

坂水、下屋敷

小形 武志
☎44－2588
尾長島西、
尾長島東

主
任
児
童
委
員

特集：頼れる相談役！民生委員・児童委員

氏　 名
電話番号
担当区域

顔 写 真

小　松
大　塚
犬　川
中　郡
玉　庭
東　沢
吉　島

このページの見方
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訪問看護師を始めて３年目

　看護師として湖山病院訪問看護ステーションで仕事をしていま
す。患者さんのお宅で身の回りのお世話をするのですが、患者さん
に「また来てね」と声をかけてもらえるとうれしく思います。また、
大変な時期に寄り添い快方に向かうよう力を尽くすことや家族と一
緒に問題を解決していくことにやりがいを感じます。
　小中高とずっとバレーボールをしていて、現在２回目の全国大会
出場を果たしたママさんチーム「川西ＣＡＴＳ」に所属しています。
私自身子どもが３人いるので、なかなか練習に行けないのですが、
練習に行けるときは目一杯バレーボールを楽しんでいます。川西町の人口

15,030 人（－ 2）
男　　　7,352 人（－ 2 ）
女　　　7,678 人（± 0 ）
世帯数　5,068 世帯（＋ 1）

※ 11 月末日現在の住民基本台帳人口

【おめでとう そして ありがとう】は、
１１月に掲載の申し込みがあった方のみ
掲載しています。
氏名は、申込書のとおり掲載しています
ので、戸籍や住民基本台帳の表記と異な
る場合があります。

… １１月受付分 …

氏名 年齢（満） 大字

髙橋　富雄 71 高豆　
國分くに子 92 玉　庭
佐藤　貞子 90 莅
細谷　良助 87 下小松

新郎　　　　　　　新婦 大字

四釜　貴大 ♥ 鈴木　　彩 西大塚

氏名 性別 保護者 大字

情野衣
い お り

央里 女 顕一郎・由布子堀　金

青木　一
い ち か

椛 女 翔 ・ 志帆 高　山

保科　空
あ れ ん

怜 男 崇 ・ゆかり西大塚

梅津　依
え ま

茉 女 竜也 ・ 智美 下小松

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん ４名

ご結婚おめでとう　１組

ご冥福を祈ります

youth voice
ワカモノの声島津 美沙 さん

（吉田・34 歳）

町内でもっと家族の思い出を作りたい

　近所に子育て世代が多いため、よく親子で集まってお食事しなが
らおしゃべりしたり遊んだりしています。近くにある町交流館あい
ぱるもよく利用していて、お泊まり会などで楽しませてもらってい
ます。あいぱるでこれからも家族の思い出を作っていきたいです。
　ただ、子育てしていると子どもが遊べる町外の施設に行ってしま
いがちなので、やはり町内に遊び場がもっとほしいなと思います。

編

　後
　集

　記

　山
形
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
と
と

も
に
に
っ
こ
り
笑
顔
の
町
民
が

多
く
登
場
す
る
「
笑
顔
に
会
え

る
ま
ち
」
を
出
品
し
ま
し
た
。

入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
町
の

良
さ
を
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
ん
だ

今
ま
で
に
な
い
作
品
に
仕
上

が
っ
た
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。
出
演
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　編
集
後
記
を
書
い
て
い
る

今
、
外
で
は
雪
が
し
ん
し
ん
と

降
り
続
い
て
い
ま
す
。
冬
将
軍

に
負
け
な
い
よ
う
、
体
調
管
理

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。〈
悠
〉

年末年始の業務のお知らせ
町役場は 12/28 ㈯～ 1/5 ㈰の間、

休みとなります。

ただし、死亡届など急を要する手続

は日直・宿直が受付しますので、庁

舎東側入口までお越しください。

町報かわにし　2令和元年12月15日

頼れる相談役！民生委員・児童委員
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　とは
？

　社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
相
談

や
援
助
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
任
期
は
３
年
で
す
。

　す
べ
て
の
民
生
委
員
は
児
童
委

員
を
兼
ね
、
高
齢
や
障
が
い
の
あ

る
方
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
に
関

す
る
相
談
対
応
も
行
い
ま
す
。
ま

た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
う

ち
、
子
ど
も
に
関
す
る
支
援
活
動

を
専
門
に
担
当
す
る
人
を
「
主
任

児
童
委
員
」
と
い
い
ま
す
。

　全
国
で
約
23
万
人
、
本
町
で
は

55
人
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
は
３

人
）
の
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

区
域
内
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
を

　
　
　
　
　して
い
る
の
？

　自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し

て
、
最
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
住
民

の
立
場
に
立
ち
、
生
活
上
の
心
配

ご
と
や
困
り
ご
と
、
医
療
や
介
護
、

子
育
て
の
不
安
な
ど
、
関
係
機
関

と
協
力
し
な
が
ら
様
々
な
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
支
援
や
専
門
機
関
へ
の
橋
渡

し
を
行
う
「
つ
な
ぎ
役
」・
地
域

の
「
見
守
り
役
」
と
し
て
、
定
期

的
な
訪
問
な
ど
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
や
高
齢
、
障
が
い
の
あ
る
方

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
川
西
町
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
で
は
地
区
ご
と
月
１

回
の
定
例
会
で
情
報
交
換
や
ケ
ー

ス
検
討
を
す
る
ほ
か
、
３
つ
の
部

会
（
高
齢
・
障
が
い
・
児
童
）
で

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
研

修
や
施
設
訪
問
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　町
の
地
域
福
祉
を
支
え
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
55
名
の
方
が
決

ま
り
、
12
月
２
日
㈪
に
厚
生
労
働
大
臣
と
山
形
県
知
事
の
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割
や
活
動
を
お
知
ら
せ
（
Ｐ

２
～
３
）
す
る
と
と
も
に
、
今
後
３
年
間
、
地
域
福
祉
を
支
え
る
55

名
の
み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
（
Ｐ
４
～
５
）
し
ま
す
。

問町福祉介護課　☎４２－６６３５

町報かわにし　22令和元年12月15日

みんなで
食 育

　忘年会やクリスマス、お正月など、これから
の時期は外食や会食の機会が増えます。「ごち
そう」には塩分を多く含み、野菜の量は少ない
ものが多いようです。野菜に含まれるカリウム
は、摂り過ぎたナトリウム（食塩）を体外への
排出を促してくれます。
　また、食事のときに野菜から食べ始めると、
食後の血糖の急上昇を抑えられ、満腹感を得や
すいので、食べ過ぎを防ぐことにもつながりま
す。年末年始こそ、野菜を食べるよう意識して
みましょう。

赤だいこんの
みそドレッシング和え

✿ 材料 ＜２人分＞
○赤だいこん（または大根）　１／２枚
★紅大豆みそ　　　小さじ２　※無いときは赤みそ
★酢　　　　　　　大さじ１
★オリーブオイル　小さじ１

✿ 作り方
①大根は皮をむいて、いちょう切りにする。
　耐熱容器に入れてラップをかけ、レンジで２分加熱
　する。
②★の調味料を混ぜる。
③粗熱をとった①に②のドレッシングをかける。

問町健康子育て課　☎４２－６６４０
( 一人分当たり：エネルギー 44kcal　 塩分相当量 0.8 ｇ　野菜 70 ｇ )

営
業
時
間

　10時
～
18
時

お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
定
休
日
：
12
月
31
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　
　１
月
１
日
㈬

年
始
の
営
業
：
１
月
２
日
㈭
～
４
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　
　10
時
～
15
時

※
レ
ス
ト
ラ
ン
は
お
休
み
で
す

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

―　今月の表紙　―

　信頼される民生委員・
児童委員は地域住民とた
わいもない話をする時間
も大切にします。この日
は小松地区の嶋貫幸子委
員が担当区域のお年寄り
宅を訪問して、懐かしい
話を交えながら明るく声
をかけていました。撮影
に協力いただいた佐藤い
きさん、ありがとうござ
いました。

新商品です！

減塩のコツ！

野菜をプラス

　森
の
マ
ル
シ
ェ
で
開
発
を
進
め
て
い
ま

し
た
「
紅
大
豆
味
噌
」
が
つ
い
に
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　紅
大
豆
に
ア
ミ
ノ
酸
の
多
く
含
ま
れ
る

つ
や
姫
の
糀
を
使
用
し
て
い
ま
す
の
で
、

よ
り
甘
み
と
コ
ク
が
感
じ
ら
れ
る
味
噌
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
仕
込
み
期
間

が
短
い
「
若
い
」
味
噌
で
す
の
で
、
紅
大

豆
の
紅
い
表
皮
も
残
っ
て
い
て
、
か
ぶ
や

大
根
な
ど
の
具
を
使
っ
て
お
味
噌
汁
を
つ

く
る
と
、
き
れ
い
に
仕
上
が
り
ま
す
。

　価
格
は
３
０
０
ｇ
パ
ッ
ク
が
５
５
０
円
、

５
０
０
ｇ
パ
ッ
ク
が
８
０
０
円
に
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　森
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
そ
の
他
に
も

様
々
な
味
噌
を
取
り

揃
え
て
い
ま
す
。
い

ろ
ん
な
味
噌
を
食
べ

比
べ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

3　町報かわにし 令和元年12月15日

　12
月
２
日
㈪
に
行
わ
れ
た
表

彰
伝
達
式
に
お
い
て
、
15
年
以

上
在
任
い
た
だ
い
た
１
名
に

「
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
長
表
彰
」、
６
年
以
上
在

任
い
た
だ
い
た
14
名
に
「
厚
生

労
働
大
臣
感
謝
状
」、
退
任
者

全
員
に
「
県
知
事
感
謝
状
」
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
退
任
委
員
一
覧
】

　敬
称
略
、（

　）
内
は
担
当
地
区

▼
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　飯
澤
　仁

（
小
松
）

　佐
藤
　正
昭
（
小
松
）

　板
倉
　孝
行
（
小
松
）

　佐
藤
小
二
郎
（
小
松
）

　後
藤
　善
一
（
小
松
）

　齋
藤
美
弥
子
（
中
郡
）

　白
石
　義
典
（
中
郡
）

　齋
藤
　文
夫
（
中
郡
）

　藤
田
　宥
宣
（
玉
庭
）

　神
尾
　昌
平
（
玉
庭
）

　黒
澤
　芳
治
（
吉
島
）

　齋
藤
　洋
子
（
吉
島
）

　鈴
木

　和
美
（
吉
島
）

　枝
松

　善
明
（
吉
島
）

▼
主
任
児
童
委
員

　金
子

　吉
憲
（
中
郡・玉
庭
）

　近
野
ユ
キ
子
（
大
塚・吉
島
）

長い間お疲れ様でした ～退任委員のご紹介～

民生委員・児童委員の活動内容
① 担当区域内の住民の生活状況や福祉ニーズの把握に努めます。
② 援助を必要とする方が、自立した日常生活を営むことができるよう
　 相談に応じます。
③ 援助を必要とする方が、適切に福祉サービスを利用できるよう
　 情報提供を行います。
④ 社会福祉関係機関と連携し、福祉サービス事業に協力します。

悩みごとや心配ごとがありましたらお気軽にご相談ください

特集：頼れる相談役！民生委員・児童委員



Let's Enjoy!! 冬の内山沢
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町報かわにし
№ 1187

令和元年１２月１５日

1/1
初
日
の
出

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
ク

　初日の出を目指してスノーシュー（西洋かんじき）を履いて高戸屋山を雪上ハイキングし
ます。高戸屋山は小松地区で１番高く、やまがた百名山にも登録されている山です。ガイド
兼インストラクターが同行しますので、初心者の方でも楽しく安全に参加できます。下山後
は大光院での初詣や、浴浴センターまどかの温泉で初湯をお楽しみください。
▶日時：令和２年１月１日㈬㈷　５：３０～９：００　　※７：００頃に山頂到着予定
▶集合場所：町浴浴センターまどか
▶参加料：５００円（入浴、保険、ガイド費用など）
▶スノーシューレンタル料：１，１００円
▶申込：１２月２０日㈮までに町観光協会（☎５４－１５１５）までお申し込みください。
※天候により内容変更または中止になる場合があります。

12/24

小
松
ス
キ
ー
場

　
　
　
オ
ー
プ
ン

▶ロープトウ運行時間
　【平 日】団体利用の場合のみ運行
　【土・日・祝】 ９：００～１６：００　
　【ナ イ タ ー】１８：００～２０：５０
　　※ 火、木、金、土、祝祭日の前日のみ

種　類 金　額

シーズン券  大人　　　　　5,000 円
 小人　　　　　4,000 円

一　日　券 　　　　　　　 1,500 円
半　日　券 　　　　　　　 1,000 円
ナイター券 500 円
回　数　券  10 枚つづり　　 500 円

団 体 利 用

 35 人未満　10,000 円
 50 人まで　 250 円／人
 100 人まで　 220 円／人
 100 人以上　 200 円／人

※ シーズン券はナイター利用もできます。
※ ロープトウ券はロープトウ小屋で販売します。

※ゲレンデ使用は積雪状況によります。
問町生涯学習課　☎４４－２８４３

12
２０１９

№１１８7

◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

◆町ホームページ◆
町の情報を要チェック！

◆町公式フェイスブック◆元気でなによりだごど～
～ 頼れる相談役 民生委員・児童委員 ～


